










実例集



ご注意

・ この実例集はPrintSapiens及びPrintSapiens LIGHT共通として作成されています。タイトルの後ろ

に※印の付いているものはPrintSapiens LIGHTではサポートしていない機能です。

・ 参照頁は前部：PrintSapiens、後部：PrintSapiens LIGHTの形式で表記しています。



新規受注の登録ができないのは？
環境設定（→P.C-31、P.C-24「受注設定5」）により、入金滞納や与信を理由に新規受注登録を拒否される場合が

あります。詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。

受注データが削除できないのは？
環境設定で保護されている場合：

環境設定（→P.C-31、P.C-24「受注設定5」）でパスワードや受注データの状態により、削除や変更の保護をして

います。詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。

関連工程で作業が開始されている場合：

受注に関する発注（外注、用紙）処理や日報等の作業実績入力がされると、その受注データは削除できなくなり

ます。

他のプログラムで使用されている場合：※

その受注を元に工程管理用の子受注を作成したり、台割入力をすると削除できなくなります。

受注データの得意先や担当者、数量の変更ができないのは？
得意先や担当者は、出荷指示や売上計上処理をすると変更できなくなります。数量はグレーで表示され、一見変

更できないように見えますが、基本情報画面の［数量］をクリックすると、数量変更特例処理として変更できま

す。ただしこの処理は、納入情報１画面の納入数量を強制変更することで受注数量を変更しているだけで、原価

按分率や作業内容に既に書き込まれた数量へは反映されません。

受注データの納入先や配送業者の変更ができないのは？
環境設定（→P.C-17、P.C-12「受注設定1」）により、出荷指示をすると、納入先（名、住所、相手担当者等の詳

細情報）と配送業者が変更できなくなる場合があります。

再版元の受注番号だけを反映させて再版受注データを作るにはどうするの？
受注情報2画面（→P.3-22、P.2-17「特殊受注への変更・解除」）でリピートとして［前回受注番号］に受注番号

を入力すると、通常、再版元の内容も反映されます。これを再版元の番号のみ取得し、内容は反映させない場合、

受注番号を入力する際、受注番号の頭に「*」を付けて入力します（例：*1001-01）。また、受注番号の入力欄で

ダブルクリックし、受注を検索して入力することもできます。（項目タイトルをクリックして検索した場合は、

内容も反映される通常のリピートとなります。）

受注入力
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途中で中止になった受注の扱い方は？
受注物件が作業途中で中止になった場合、その受注を削除してしまうと、データ上に矛盾が生じる危険性があり

ます。その場合、以下のいずれかの方法をします。

請求が発生しない場合：

１．作業中止になった受注の完成処理（→P.10-44、P.3-22「完成処理」）をします。

２．受注入力で請求予定明細を生成します。金額は0円にしてください。

３．売上計上入力で手順２で生成した請求予定明細に対して伝票を作成します。

この時、請求書への明細表示に関して問い合わせが入りますので、出力させない方法を選択します。これに

より、この売上データは得意先元帳には記載されますが、請求書には記載されません。

請求が発生する場合：

１．作業中止になった受注の完成処理（→P.10-44、P.3-22「完成処理」）をします。

２．受注入力で請求予定明細を生成します。

受注全体で請求額が決まっている場合：生成した請求予定明細で金額を修正します。

発生した作業分のみ請求する場合：作業が発生した工程を指定して請求予定明細を作成し、金額を修正しま

す。指定した工程と共に1明細が指定外の工程分として生成されるので、その明細の金額を0円にします。

３．売上計上入力で対象の受注に対し、金額0円で伝票を作成します。

保留になった受注の扱い方は？
受注物件が作業途中で保留になった場合、以下の操作をします。

１．受注情報2画面を開きます。

２．［受注保留］タブの［受注を保留にする］にチェックを付けます。

３．必要に応じ、同タブ内の項目を設定します。発注処理や計上処理等を禁止する場合は、［保留時制限事項］

で禁止する処理にチェックを付けます。

受注データの受注種別を変更するには？
受注基本情報画面の［受注種別］のコンボボックスで変更できます（環境設定（→P.C-31、P.C-24「受注設定5」）

により、変更できない場合もあります）。しかし、受注種別の変更はプログラム上で考慮されていません。です

ので変更後、どのような障害が発生するかについては弊社では保証致しかねます。

既存の受注データをコピーし、目的の受注種別で新規に受注データを作成して頂くことをお勧め致します。

途中で受注種別を変更するとどうなるの？
受注基本情報画面の［受注種別］コンボボックスで受注種別を変更すると、環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程

の部門割り当て」）で受注種別により、使用する工程が異なっている場合、存在するはずの工程明細が表示されな

くなってしまいます。元来受注種別の変更はプログラム上で考慮されていませんので、これ以外にも障害が発生

する可能性があります。コンボボックスを使用せず、既存の受注データをコピーし、目的の受注種別で新規に受

注データを作成して頂く方法をお勧め致します。

クレーム受注元番号の付け方は？
クレーム受注の元番号は、常に正常受注の番号を付けてください。つまり、Aという受注で事故が発生してクレ

ーム受注Bを起こした後、そのBでも事故が発生し、新たなクレーム受注Cを起こす場合、クレーム受注Cのクレー

ム受注元番号はBでなはく、Aとします。新規受注ウィザードでクレーム受注Cを作成する場合、クレームとなっ

た受注にAを指定します。（ウィザードを使用しない場合には受注番号Cを呼び出した後、受注情報2画面の「リピ

ート・クレーム・企画受注」タブの「クレーム処理」にチェックを付け、「クレーム受注番号」にAを入力します。）

クレーム受注は再版受注のように大元の受注番号を管理していません。ですので、クレーム受注Bに対してクレ

ーム受注Cを起こしてしまうと、クレーム受注Cから受注Aを関連付けることができません。
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クレームの処理方法は？
受注がクレームとなった場合、以下の操作をします。

１．クレームになってしまった受注の完成処理（→P.10-44、P.3-22「完成処理」）をします。

請求が発生しない場合：

２．受注入力で請求予定明細を生成します。金額は0円にします。

請求が発生する場合：

２．受注入力で請求予定明細を生成します。

受注全体で請求額が決まっている場合：生成した請求予定明細で金額を修正します。

発生した作業分のみ請求する場合：作業が発生した工程を指定して請求予定明細を作成し、金額を修正しま

す。指定した工程と共に1明細が指定外の工程分として生成されるので、その明細の金額を0円にします。

３．売上計上入力で手順２で生成した請求予定明細に対して伝票を作成します。

請求金額が0円の場合、請求書への明細表示に関して問い合わせが入りますので、出力させない方法を選択

します。これにより、この売上データは得意先元帳には記載されますが、請求書には記載されません。

４．受注入力を起動し、新規受注ウィザードで「クレーム／再作業」受注を作成します。その際、クレーム元の

受注番号を指定してください。

５．通常の受注のように作業を進め、製品が完成したら、完成処理（→P.10-44、P.3-22「完成処理」）をします。

手順４で作成した受注が請求不可能な場合：

６．金額を0円にして、請求予定明細を生成します。

手順４で作成した受注が請求可能な場合：

６．通常の手順で請求予定明細を生成します。

７．売上計上入力で手順６で生成した請求予定明細に対して伝票を作成します。

受注入力の各工程の明細を並べ替えるには？※
工程情報内の明細を自由に並べ替えることができます。

１．ビジュアルガイドの工程情報内の工程名（「用紙」「印刷」等）の上

で右クリックします。

２．表示されたメニューから「工程明細の並べ替え」を選択します。

３．右図画面が表示されるので、並べ替える順に［並べ替え前］の明細

一覧で明細をクリックしてください。その順に下の［並べ替え後］

に明細が移動します。

・ ［並べ替え後］に移動した明細をクリックすると、［並べ替え

前］に再び移動します。

４．並べ替えが完了したら［了解］をクリックします。

みつもさぴえんすでの作業項目をPrintSapiensで工程項目扱いにするには？※
環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の部門割り当て」）には、みつもさぴえんすからPrintSapiensへデータを取り

込む時の設定がありますが、ここでは工程→工程だけで、例えば「フィルム出力」というPrintSapiensの工程に

みつもさぴえんすの「DTP」工程の「フィルム出力」を取り込むというような、作業を工程扱いにすることはでき

ません。この設定にはみつもさぴえんす側のマスターの設定も必要です。

１．環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の部門割り当て」）で工程名を登録します。

以降の手順について、詳しくは『みつもさぴえんすユーザーズマニュアル』を参照してください。

２．［マスター］→［さぴえんす関係］→［マスター保守］を起動します。

３．「仕様項目」を選択し、目的の作業名を選択します。（数が多い場合には、仕様項目画面のメニューの［オ

プション］を使用します。）

４．［受注管理工程］で手順１で作成した工程名を指定します。

５．［変更］をクリックし、変更データを保存します。
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みつもさぴえんすで算出した用紙調整枚数を受注入力に移行するには？※
みつもさぴえんすで算出されたデータは積算に重点を置いたもので、実際の用紙購入とは異なる場合があります。

その為、みつもさぴえんすから受注入力へデータを移行する場合、用紙マスターのデータを元に再計算し、これ

により調整枚数も修正されます。この移行の際の自動計算をしない場合、環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の

部門割り当て」）の［みつもさぴえんすからの受入れ設定］タブの［金額欄］にある「用紙調整枚数の移動（用紙

データ読込時に調整枚数の再計算を行わない）」にチェックを付けます。

みつもさぴえんすから取り込んで受注データを作成した場合、印刷工程の「刷色」にテ

キストが自動入力されるのは？※
見積の刷色数により、環境設定（→P.C-17、P.C-12「受注設定1」の［設定5］）の［印刷工程のでデフォルト色名］

で登録した文字列が自動入力されます。

みつもさぴえんすの「折込料」を受注入力に取り込むと「その他」工程に区分されるの

は？※
見積の「折込料」は、受注の「その他」工程に自動転送されますが、この時、明細区分は自動的に「折込料」とな

ります。また、折込料は見積で課税対象外にできますが、課税対象品目ですので、基本的には課税チェックを付

けます。見積が受注と大きく違うのは、見積合計額と折込料を別金額として分けなければならない場合がある点

です。自社作業として折込作業が発生する場合は見積合計に含めますが、折込業者に依頼する場合には分けなけ

ればならないためです。なお、折込料は客先から業者の代わりに請求する場合が多いため、自社売上額と別枠で

把握したいというニーズが多くあります。ですので、その他明細のその他区分で明確に分けており、請求予定明

細も自動的に分かれて生成されます。

基本情報画面と納入情報画面の得意先の違いは？
納入情報の得意先は基本情報の得意先（受注計上先）とは異なり、基本的には売上計上先です。

基本情報の得意先変更時には自動的に納入情報の得意先も変更しますが、その逆はしません。納入情報は1受注

に付き、1個以上ある（1:nの関係、分納等で請求先が2ヶ所以上になる場合がある）為です。

納入先の削除ができないのは？
預かり在庫扱いでない場合、納入数量の合計と受注数量を等しくする為にプログラムが自動調整します。納入先

が1つの場合、或いは複数納入先のうち1つを残して全ての出荷指示処理が完了している場合、この機能により納

入先の削除はできません。納入先が1つの場合、削除はできません。納入先が複数の場合、処理済の出荷指示を1

ヵ所取り消すと納入先の削除ができます。

納入情報を99件以上登録するには？
出荷時の設定では納入情報は1受注につき2桁の件数（99件）までしか登録できません。下記手順を行なっていた

だくことにより、3桁の件数（999件）まで登録できるようになります。なお、この操作はシステムに影響を与え

ますので、必ず管理者の方が行ってください。また、レベル6のパスワードが必要になります。弊社サポートセ

ンターにパスワードをお問い合わせください。1時間のみ有効なパスワードを発行いたします。

１．PrintSapiensを全社内で一時使用禁止にしてください。

２．PrintSapiensのデータベースのバックアップを取ります。

３．サーバでPrintSapiensを起動します。

４．環境設定を起動し、［特殊処理］をクリックします。

５．レベル6のパスワードを求められますので、サポートセンターより発行された14桁のパスワードを入力します。

６．［特殊処理］タブが一番右側に表示されます。［システム関連］タブ内の［納入情報＆請求予定明細3桁化ス

クリプト実行］をクリックします。
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作業予定入力画面で、印刷や製本の工程の開始日付が変更できないのは？※
下版前の状態で汎用印刷予定表（→P.10-25、P.--「汎用印刷予定表」）や製本予定表（→P.10-31、P.--「製本予

定表」）で予定日付を入力している場合、環境設定（→P.C-26、P.C-20「受注設定3」）により、受注入力の作業予

定入力画面で変更できない場合があります。汎用印刷予定表や製本予定表で予定日付を削除すると、変更できる

ようになります。

一度登録した部品名を変更するのは？
部品情報画面、部品詳細画面、作業明細一覧表示画面でできます。環境設定（→P.C-33、P.C-26「受注ビューの

設定」）により、受注ビューからも変更できます。

受注情報と下版情報の関係は？※
工程 項目 下版情報を変更すると受注情報は… 受注情報を変更すると下版情報は…

刷版 部品 更新 更新

作業名 変更なし 変更なし

判型 変更なし 変更なし

加工高 変更不可 更新

頁掛 変更なし 変更なし

付合せ 変更なし 変更なし

丁数 変更なし 変更なし

表色数 変更なし 変更なし

裏色数 変更なし 変更なし

台数 変更なし 変更なし

外注先 更新 更新

印刷 部品 更新 更新

頁掛 変更なし 変更なし

丁数 変更なし 変更なし

表色数 変更なし 変更なし

表刷色 更新 更新

裏色数 変更なし 変更なし

印刷 裏刷色 更新 更新

実通し数 変更なし 変更なし

台数 変更なし 変更なし

加工(折)指示 更新 更新

印刷予備枚数 変更なし 変更なし

印刷予定日時 変更なし 変更なし

刷了予定日時 変更なし 変更なし

印刷完了日時 変更なし 変更なし

作業名(判型) 変更なし 変更なし

印刷機 変更なし 変更なし

見積原単価 更新 更新

見本等指示 更新 更新

見積原価 更新 更新

外注先 更新 更新

配車元 更新 更新

用紙 部品 更新 更新

区分 更新 更新

断裁 変更なし 変更なし

支給・調達 更新 更新

用紙コード 更新 更新

用紙名 変更なし 更新

色名 変更なし 更新

判型 変更なし 更新
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工程 項目 下版情報を変更すると受注情報は… 受注情報を変更すると下版情報は…

用紙 つづき 連量 変更なし 更新

換算連量 変更なし 更新

流れ目 変更なし 更新

連枚数 変更なし 変更なし

包枚数 変更なし 変更なし

単価モード 変更不可 更新

単価ランク 変更不可 更新

切寸法縦 変更なし 変更なし

切寸法横 変更なし 変更なし

外注先 更新 更新

実枚数 変更なし 変更なし

印刷予備 変更なし 変更なし

加工予備 変更なし 変更なし

調整数 変更なし 変更なし

断裁入荷区分 更新 更新

見積原価端数処理 更新 更新

見積原価計算方式 更新 更新

割増割引 変更なし 変更なし

連単価 更新 更新

連数量 更新 更新

包単価 更新 更新

包数量 更新 更新

端数単価 更新 更新

端数数量 更新 更新

金額 更新 更新

受注ビューで部品毎に印刷予備数の入力はできますか？
環境設定（→P.C-33、P.C-26「受注ビューの設定」）で受注ビューの表示項目を編集することでできるようになり

ます。印刷工程の表示項目の中に「印刷予備数」がありますので、ご利用ください。

印刷機を設定後、受注ビューで部数を変更すると工数は自動変更されますか？
マスター（→P.B-68、P.B-62「作業内容マスター」）で［工数積算項目］タブの［受注明細の内容が変更された場

合自動的に工数を再計算する］にチェックが付いていれば自動的に変更されます。

発注後、仕入先コードが受注入力に表示されないのは？
環境設定（→P.C-69、P.C-53「外注・用紙・資材発注環境」）で発注情報の仕入先を受注入力へ反映させない設定

になっていると思われます。［入力の設定Ⅲ］タブの［発注データから受注データの予定発注先欄へのフィードバ

ック設定］にチェックが付いているかお確かめください。
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サンプル品の発送を出荷指示等で管理するには？
下記2方法共、作成した納入情報に対しては原価に関わる償却はされません。

処理数量を0にする場合：

１．受注入力で［受注数量］を受注数にし、処理数量０の納入情報を1つ追加します。

２．納入詳細情報画面の［納入情報］タブで［売上数量］にサンプル数を入力し、受注データを記録します。

３．出荷指示処理をします。その際、表示されるメッセージ「この納入情報は、処理数量と納入数量が異なって

います。どちらの数量を出荷指示書に記載しますか？」で「納入数量（サンプル数）」を選択します。

処理数量をサンプル数にする場合：

１．受注入力で［受注数量］を受注数＋サンプル数にし、処理数量をサンプル数にした納入情報を1つ追加します。

２．納入詳細情報画面の原価計上関係タブで［この納入に対して原価計上を行なう］のチェックを外し、受注デ

ータを記録します。

３．出荷指示処理をします。

全判の包装紙を製造し、それを得意先の要望に応じてサイズ別に断裁、納入する場

合の方法は？
下記の方法で管理する方法が適切だと思われます。

１．品名と売上単価を納入形態毎（サイズ毎）にマスター（→P.B-38、P.B-37「受注商品マスター」）に登録します。

２．受注入力をします。

ａ．在庫管理受注（納入都度請求）とします。

ｂ．受注数量に全判数量を入力します。

３．顧客から納品依頼あった場合、受注入力で以下の操作をします。

ａ．納入詳細情報画面の納入情報の処理数量欄（水色欄）に全判の換算数量を入力します。

（在庫数から引き落とす数量です。）

ｂ．請求予定明細を生成します。

ｃ．手順１で登録した納品形態に合う商品コードを、生成した請求予定明細の［品名］欄下の商品コード入

力欄に入力します。

（単価を適用する為です。）

ｄ．請求予定明細の数量欄に納品数量を入力し、金額に間違いがないことを確認します。

（得意先に提示する納品書上の数量です。）

４．通常と同手順で売上計上して納品書を出力します。

PrintSapiensで用意していない項目を追加するには？
マスター（→P.B-43、P.B-39「受注仕様マスター」）で追加項目を作成し、受注仕様情報画面（→P.3-55、P.2-25

「受注仕様情報」）で入力します。環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」）により追加した項目を汎

用作業指示書に印字することもできます。受注仕様の詳しい設定方法は（→P.50「受注仕様の設定方法サンプル」）

を参照してください。

印刷タスクで［全般］タブの［作業］を指定すると、［仕様］タブの［印刷形式］が変更できな

くなるのは？
みつもさぴえんすの3つのマスター「平台印刷機」「輪転印刷機」「フォーム印刷機」で仕様項目（受注入力では印

刷の作業名として表示されている項目）毎に印刷形式が設定されている為、印刷形式が固定されます。変更する

場合には、上記のマスターで設定変更が必要になります（→『みつもさぴえんすユーザーズマニュアル』）。また、

仕様項目名に「/Y」や「/T」という文字列が含まれている場合、印刷形式は自動的に「輪転」になります。

工程外部品の管理費が削除できないのは？
この部品は「システム固定項目」ですので、削除ができません。環境設定（→P.C-99、P.C-71「原価入力環境設

定」）の「設定1」タブの「管理費の自動調整をおこなう」のチェックを外すと、ビジュアルガイドで管理費の名称

は表示されますが、金額が表示されなくなります。
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自動算出される用紙の調整数の計算方法は？
用紙マスター（→『みつもさぴえんすユーザーズマニュアル』）の登録方法により、調整数の算出方法が異なります。

「包み切り上げ」を選択した場合、自動的に包み数に切り上げられ不足分を調整数とします。

「端数のまま」を選択した場合でも、購入枚数により包み切り上げになる場合があります。

マスターに連単価や包単価だけしか入力していない場合、連数と包数で計算されますので、「包み切り上げ」と同

様の計算方法になります。

例：1,000枚／連、250枚／包

連単価10円／枚   包単価15円／枚   端数単価25円／枚

「連単価・包単価・端数単価」を適用する用紙で1450枚必要な場合

そのまま計算すると、1,000枚（1連）×10円＋250枚（1包）×15円＋200枚×25円＝18,750円になります。

しかし1,500枚で計算すると、1,000枚（1連）×10円＋500枚（2包）×15円＝17,500円になります。

1,500枚の方が安いのでPrintSapiensでは1連2包で計算します。差数の50枚が調整数になります。

受注額の管理システムは？
PrintSapiensでの受注額管理機能は、日別・月別に締処理をせずに管理ができる仕様です。

・受注額と売上額との関係上、当残受注額＝前残受注額＋発生受注額－実売上計上額という式が成り立つ

・受注時に金額が決まっていない受注も考慮

・仕様変更に伴う受注金額変更（部数変更・頁数変更・色数変更……等）も考慮

上記条件や状況に対応するために、PrintSapiens上では4種類の金額を駆使して受注額を管理しています。

１．当初受注額

２．変更受注額（省略可）

３．受注修正額（売上計上と同時に自動計算）

４．枠外売上額（受注を伴わない売上額）

以下のような受注や売上が発生した場合のそれぞれの金額を表にまとめました。（全て税抜表示とします。）

1/31 前月繰越受注額 100,000円

2/5 受注Ａ 50,000円が発生

2/10 受注Ｂ 30,000円が発生

2/15 受注Ａを70,000円で売上

2/17 枠外売上 20,000円が発生

2/20 受注Ｂに対して仕様変更があり、20,000円に受注額を変更

摘要 当初受注額 変更受注額 受注修正額 枠外売上 当月受注額 売上額

1/31 前残 (100,000) ----------

2/5 50,000 50,000 0

2/10 30,000 80,000 0

2/15 20,000(1) 100,000 70,000

2/17 20,000 120,000 90,000

2/20 -10,000(2) 110,000 90,000

2/末 残 120,000(3) -----------

算出式

(1)受注修正額（20,000）＝売上額（70,000）－当初受注額（50,000）

(2)変更受注額（-10,000）＝変更後受注額（20,000）－当初受注額（30,000）

(3)当月受注額（120,000）＝前月残（100,000）＋2月分発生受注額（110,000）－2月分売上額（90,000）
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受注額変更処理はどういう場合に使用するものですか？※
「当初受注額」を入力すると、受注計上という形で変更できなくなりますが、納品までに金額が変更になる場合も

あります。

受注から納品までの期間が短い場合、受注額変更処理はせず、変更になった金額で売上計上をする方が手数が掛

からず便利です。この場合、最終の売上計上日付をもって当初受注額と実際の計上額の差である「受注修正額」

を自動算出します。

しかし、受注から納品までの期間が長い場合、売上が確定するまで受注額の変更ができないと、大きなミスの原

因になる恐れがあります。その場合にこの受注額変更処理をご利用頂くことになります。通常手順で受注を呼び

出して「売上単価」「計上予定額」等の金額情報を修正した後、受注額変更処理で受注額変更日付のみを入力して

記録します。その日付で今までの受注額との差額である「受注変更額」が発生します。そして、売上が確定した

段階で最終の受注額と実際の売上額の差額が「受注修正額」になります。

印刷機種別に受注額や原価を把握するには？
環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の部門割り当て」）で印刷機種毎に印刷工程を作成します。

受注額に立替科目の金額が含まれるのは？
PrintSapiensでは一般的な処理方法とコンピュータの特性を考慮した適正な方法で管理する為、受注額に立替も

非課税も含めています。受注額に立替分を含めたくない場合、折込用の受注種別を作成し、折込用の受注データ

を別に作成する方法と売上計上入力で折込料分のみ受注とは関連付けせずに処理する方法があります。しかし、

（特に前者は）非常に効率が悪く、弊社としてもお勧めしておりません。受注額に含めるか否かはシステムを運用

する上での考え方の違いによるものです。PrintSapiensでは立替や非課税分を別管理できるよう、管理帳票等は

全て通常分とは分離して集計できる設計になっており、現在ご導入頂いているお客様は全て、受注額に含めた方

法で、問題なくPrintSapiensをお使い頂いております。

受注入力での立替科目の管理方法は？
受注額に立替分を含めて管理される場合、立替分（詳細項目としては折込料が一般的。テレフォンカード、ハガ

キを割り当てるお客様もいらっしゃいます。）はその他工程の折込料の分類に割り当ててください。

その明細の請求予定明細が請求分類を「立替」として個別に自動生成されますので、手動で請求分類を変更しな

い限り、特に注意することなく、自動的に「立替」としてその後の各処理で管理されます。（関連事項→P.19「立

替科目を請求書に別表示するには？」、P.18「売掛管理の帳票類に立替分を含めない（別表示する）には？」）

印刷判型の選択肢を編集するには？
印刷判型はみつもさぴえんすのマスターを参照しています。手順については『みつもさぴえんすユーザーズマニ

ュアル』（オフセットの場合は「平台印刷機を設定する」、輪転・フォームの場合は「輪転印刷機を設定する」）

を参照してください。
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プレビュー画面からプリントアウトを実行するとレイアウトが崩れることがあるのは？
プレビュー画面ではPDF化した画像を表示し、それを印字する形式になっております。PDF変換の際、PDFでサポ

ートしているフォントに自動的に置き換わる為、フォントの大きさが違ったり、レイアウトが崩れてしまう現象

が発生する場合があります。その場合、プレビューからでなく直接印刷してください。

汎用作業指示書の内容が受注ビューのデータと食い違っているのは？
受注入力では下版処理することで、営業用と工務用の2つの情報が作成されます。これは営業の立場の情報と実

作業で必要な工務の立場の情報とを区別して管理する為です。従って、営業用のデータを変更しても工務用デー

タには反映されませんし、その逆もありません。受注ビューで表示されているのは営業用の情報になります。詳

細項目に関しては（→P.5「受注情報と下版情報の関係は？」）を参照してください。

こうして作成された2種類の情報は環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」の［工程の印刷設定］）

で、どちらを汎用作業指示書（貴社で設計した作業指示書）に印字するかを選択できます。受注ビューと出力内

容が食い違っている場合、下版情報を印字する設定になっていると思われます。詳しくはシステム管理者にお問

い合わせください。

汎用作業指示書の内容が用紙発注データと食い違っているのは？
営業用と実際の発注内容の2種類の情報は環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」の［工程の印刷設

定］）で、どちらを汎用作業指示書（貴社で設計した作業指示書）に印字するかを選択できます。用紙発注データ

と出力内容が食い違っている場合、営業情報のみを印字する設定になっていると思われます。詳しくはシステム

管理者にお問い合わせください。

汎用作業指示書の具体的な設計方法は？
下図は一例です。部品の幅比等の参考にしてください。指示書に部品名を印字した見本（下右図）を数点出力し、

サンプルとしてご用意致しております。ご入用の方は弊社までFAXかメールでご請求ください。

受注入力の納入詳細情報画面にある［入数］［梱包数］を汎用作業指示書に印字する

作業指示書あれこれ
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には？
１．環境設定（→P.C-45、P.C-37「納入詳細印字設計」）で［入数］［梱包数］を印字項目にし、部品を設計します。

２．環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」）で手順1で作成した部品を使用して作業指示書を設計

します。

工程別作業指示書のいろいろな校正日付を印字をするには？
工程別作業指示書の下部にある日付情報は手書き用です。下版日付だけ受注入力の日付情報画面の［下版日］が印

字されます。なお、この工程別作業指示書はサポートの対象外で、現在は汎用作業指示書をお勧めしております。

環境設定（→P.C-17、P.C-12「受注設定1」の［受注基本情報の校正処理］）やマスター（→P.B-46、P.B-45「校正

種別マスター」）により、受注入力に校正情報の入力画面が表示され、その情報を汎用作業指示書へ印字できます。

作業予定情報画面の日付情報を出力するには？
汎用作業指示書でできます。部品「M No.6」「M No.140」「M No.141」「M No.150」「F No.76」をご利用頂き、汎用

作業指示書の設計をしてください。

作業指示書に画像データを出力する方法は？
受注入力の添付ファイルを出力する場合：※

１．環境設定（→P.C-17、P.C-12「受注設定1」の［設定6］）で［添付ファイルを表示する］にチェックを付け、

［作業指示書表示時のビットマップ割り当て］で印字部品（B No.1～32）に印字する画像の個数分のチェック

を付けます。

２．環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」）の［作業指示書フォーム］で画像を出力する作業指示

書を選択します。

３．同環境設定の［各フォーマットに対する詳細設定］タブで［ビットマップ］タブを選択し、手順１でチェッ

クを付けた印字部品のタブで、それぞれの印字高さをミリ単位で指定します。

４．同環境設定の［タイトル・ページ設定］タブで［頁設定］タブを選択し、［情報ヘッダー］［情報サブヘッダ

ー］［工程明細］［フッター］のいずれかで手順１でチェックを付けた印字部品を選択します。他の印字部品

と共に横列に複数並べることもできます。その場合は幅比を考慮してください。

５．受注入力の添付ファイル画面で右クリックし、［ファイル追加］を選択します。

６．その隣のコンボボックスで画像を印字する部品を選択します。

受注入力記録後、手順2で選択した作業指示書に添付ファイルの画像が印字されるようになります。

画像データを出力する場合：

１．画像データを「psapi」フォルダにコピーします。（サーバにコピーした場合は、PrintSapiensがインストー

ルされているネットワーク上の各端末で、今お使いの端末にコピーした場合は、その端末だけで画像の出力

が有効になります。）

２．環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」）の［作業指示書フォーム］で画像を出力する作業指示

書を選択します。

３．同環境設定の［各フォーマットに対する詳細設定］タブで［ビットマップ］タブを選択し、印字部品のタブ

の［ビットマップファイル名］に手順１でコピーした画像ファイル名を入力します。

４．［高さ］で画像の印字高さをミリ単位で指定します。

５．同環境設定の［タイトル・ページ設定］タブで［頁設定］タブを選択し、［情報ヘッダー］［情報サブヘッダ

ー］［工程明細］［フッター］のいずれかで手順３でファイル名を入力した印字部品を選択します。他の印字

部品と共に横列に複数並べることもできます。その場合は幅比を考慮してください。

手順2で選択した作業指示書に添付ファイルの画像が印字されるようになります。

PrintSapiensの各種帳票類を連続用紙（15×11）に出力するには？
(Windows「プリンタ」フォルダ内の）「プリンタの追加」から印字用紙サイズを連続用紙（15×11）にしたプリン

タを作成します（プリンタの追加方法や用紙サイズの設定方法についてはWindowsのマニュアルやプリンタのマニ

ュアルを参照してください）。PrintSapiensの印刷設定画面で用紙サイズの設定を「指定無し」とし、作成したプ

リンタに印刷命令をかけてください。

PrintSapiens 実例集

11



受注一覧表で表示される項目は、受注入力のどの項目なの？
当初予定金額

基本情報画面（→P.3-16「受注基本情報の入力」、P.2-25「受注基本情報」）の［当初受注額］です。この金額は

一度入力すると変更できません。これは受注額把握用の構成機能の一部です。

計上予定額

基本情報画面（→P.3-16「受注基本情報の入力」、P.2-25「受注基本情報」）の［計上予定額］です。請求予定明細

作成に使用する金額です。請求予定明細を生成すると変更できません。当初受注額を入力、記録した場合、当初受

注額と同じ金額になります。

受注額税抜

作成されている請求予定明細の立替を除いた税抜の合計です。計上予定明細が生成されていない場合は0円とな

り、一覧表へは表示されません。

受注額合計（C）

生成されている請求予定明細の消費税や非課税分を含んだ合計です。

計上済額税抜

売上計上している実際の税抜金額です。（売上計上入力で金額を変更した場合、請求予定明細額とは異なります。）

計上済合計

売上計上している実際の消費税や非課税分を含んだ金額です。（売上計上入力で金額を変更した場合、請求予定

明細額とは異なります。）

税抜合計、合計（H）、（税抜合計・非課税合計・立替合計・合計（H））

生成されている各請求予定明細の合計金額ですが、その請求予定明細が売上計上されている場合は、実際の計上

金額を、売上計上されていない場合には請求予定明細の金額が使用されます。

色数

検索する表種別により異なります。

「受注一覧表」の場合：基本情報画面の「表色」「裏色」です。

「受注明細一覧表」の場合：各工程明細の色数です。

受注実績集計表Ⅲの「枠外原価」はどこから入力するの？
売上計上入力（→P.6-2、P.4-2「売上計上入力」）の各明細行で入力します。明細行項目タイトルで［消費税］等、

5項目から選択できる項目タイトルで「原価」を選択後、該当する入力欄に金額を入力します。他のプログラムか

らの枠外原価の入力はできません。

受注実績集計表Ⅲで当初受注額が表示されないのは？
［集計期間］の条件に受注額変更日や売上確定日が該当する受注が集計対象になりますが、当初受注額は［集計期

間］に受注計上日が該当する場合のみ表示されます。［期間内受注計上された受注のみ］にチェックを付けると、

［集計期間］の条件に受注計上日が該当する受注のみ集計対象となりますので、当初受注額が必ず表示されるよう

になります。

受注額を管理するにはどのプログラムを使えばいいの？
受注額は「当初受注額」「受注変更額」「受注修正額」「枠外売上額」の4項目で厳密に管理され、それらの金額は受

注実績集計表Ⅰや受注実績表Ⅲで参照できます。

受注参照関係プログラム

PrintSapiens  実例集
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受注一覧表から原価確定できますか？
環境設定（→P.C-99、P.C-71「原価入力環境設定」）で完成処理により原価確定する設定になっている場合に、ド

ロップ対応機能を使ってできます。受注一覧表の他、ドロップ対応の受注番号放出プログラムからも下記同操作

で原価確定ができます。ドロップ対応プログラムについては（→P.12-5、P.7-5「ドロップ対応」）を参照してく

ださい。

１．完成処理を起動します。

２．受注一覧表を起動し、検索します。

３．検索結果の一覧から目的の受注を選択します。

４．検索結果画面下部の［受  受注番号］をクリックし、完成処理画面上にドラッグ＆ドロップします。

５．一括完成処理画面が表示されるので、［テスト開始］［本実行］をクリックします。

受注明細一覧表で複数の受注の作業指示書が出力できないのは？
受注明細一覧表の標準仕様ではマージ機能（複数行にわたって同じ内容の項目があった場合、罫線で区切らず結

合させる機能）を使用しており、これにより複数行を選択することができません。環境設定（→P.C-9、P.C-8

「各種汎用一覧表の項目設定」）で受注明細一覧表の検索結果表示内容をマージ機能を使わずに設定することもで

きます。

受注問合わせから出力できる伝票を複数受注で一度に出力するには？
デフォルトでは複数の受注の受注明細表や総合損益管理書を出力することはできません。しかし、下記の手順を

行うことにより受注一覧表から複数の受注を指定して出力できるようになります。

１．環境設定（→P.C-46、P.C-38「汎用定型作業指示書設計」）で「追加」をクリックし、新規指示書を作成しま

す。画面表示タイトルを入力します。

受注明細表の場合：

２．「定義済みプログラム」をクリックし、表示された選択肢から「受注明細表（STA590)」を選択し、記録します。

総合損益管理書の場合：

２．起動プログラムに「STA590.EXE /STA590PR2」と設定し、記録します。

３．受注一覧表の検索画面で対象の受注を選択し、「各種指示書印刷」をクリックします。

４．「汎用定型」タブから手順２で作成した指示書を指定し、印字命令をかけます。

PrintSapiens 実例集
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担当者毎の売上目標額を集計するには？
デフォルトでは売上目標額は得意先に対してだけ設定可能です。しかし、下記の手順を行うことにより担当者の

売上目標額を受注実績集計表Ⅰ（→P.5-23、P.--「受注実績集計表Ⅰ」）や月度別売上実績一覧表（→P.6-50、

P.4-29「月度別売上実績一覧表」）、月度別予算実績対比表（→P.6-57、P.--「月度別予算実績対比表」）で集計す

ることが可能になります。

１．Psapiフォルダ内の「STASETTEI.exe」を起動します。起動にはレベル5以上のパスワードが必要です。

２．右図のように入力し、「記録」をクリックします。

３．マスター（→P.B-14「得意先マスター」）で目標額集計用の

ダミーの得意先を登録します。

この際、［その他情報］にある［売掛特別管理外扱いコード］

にチェックを付け、売掛対象外得意先にします。

４．得意先マスターの［約定（取引）］の［目標額・予算の入力］をクリッ

クし、表示された画面で［売上目標］を入力し、［記録］します。

５．一覧表（サンプルは月度別予算実績対比表）で右図の囲み

部分のように設定した目標額を参照することができます。

PrintSapiens  実例集
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売上伝票が削除／修正できないのは？
環境設定で保護されている場合：

環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」）でパスワードにより、削除や変更を禁止しています。

請求書発行や入金入力が完了している場合：

売上伝票を元に請求書発行や入金入力をすると、その売上伝票は削除、修正ともにできなくなります。

売上計上方法には何種類ありますか？
「請求分類」という名称で、以下の3種類があります。

通常：通常の売上です。

立替：経理上で通常売上と立替金を分ける時（折込料等）に使用します。

指定：前受金等、受注以前の前受金に対して伝票を発行する時に使用します。売掛には関係ない伝票になり、売

掛一覧表や元帳には記載されません。指定請求で請求します。

請求方法には何種類ありますか？
「請求指定」という名称で、以下の3種類があります。

約定：通常の請求です。相手の決算期の関係等で通常締日に締めない請求書はもちろん、月に複数回締めること

もできます。

特別：約定請求とは独立して別請求ができます。例えば、通常分の通常請求と同時に、入金サイトの異なる同じ

月度分の立替売上をした特別請求書が作成できます。

また、この区分には「請求補助」という付加情報があります。詳しくは（→第12章、第7章「用語集」）を

参照してください。

指定：売上計上を「指定」で計上した伝票の請求方法です。売掛一覧表や元帳には記載されません。

社内の計上日と得意に対する計上日を異なる日付で設定するには？
［計上日］に社内の売上計上日付を、［得意先指定日］に得意先に対する計上日をそれぞれ入力します。［入金予定

日］が［得意先指定日］を元に算出される他、請求書発行時、この［入金予定日］に従って対象伝票が自動的に含

まれます。社内の管理帳票類（得意先元帳や売掛一覧や実績表）はあくまでも「計上日」で集計されます。

売上計上入力に全計上予定明細が読み込まれないのは？
環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」）により、立替分の計上予定明細は売上計上入力に読み込まれません。

自動的に読み込む場合：

環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」）の［入力設定Ⅰ］の［受注明細の立替分］で「伝票区分約定時、

自動計上する」或いは「約定請求への自動追加計上」を選択します。

手動で読み込む場合：

１．売上計上入力で［受注No./納入No.］を入力します。

２．上記項目と同じ列にある［設定］ボタンをクリックします。

３．上部フィールドで目的の計上予定明細を選択し、［選択］をクリックします。

４．［戻る］をクリックします。

５．［記録］をクリックします。

売上計上入力

PrintSapiens 実例集
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月締課税伝票に対する調整消費税を入力する方法は？
「締日一括」の顧客であっても、消費税調整をする伝票の場合には、「行毎課税」或いは「伝票毎課税」に変更し

てください。締め処理（請求書発行）自体は通常の伝票と同じですが、締め時の消費税計算からは除外されます。

１．売上計上入力を起動し、［計上日］［得意先］等、基本的な情報を登録します。

２．「伝票内容(0)」－「合計金額情報」－「消費税計算」で選択項目を「締毎」から「行毎」或いは「伝票毎」に

変更します。

３．調整消費税を入力し、記録します。

納品書に印字する貴社名を顧客によって変更するには？
下記のいずれかの操作をすると、特定の得意先に対する納品書は変更が反映され、それ以外の得意先に対する納

品書は通常通り、貴社名が印字されるようになります。

ビットマップを使用せずに変更する場合：

１．環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」）で［納品書設定］タブの（共通印字設定の）［会社情報･得

意先情報］にある［会社情報より会社名等の印字］は「する」に、（白紙に印字時の設定の）［社印設定］の2

項目は「しない」にします。

２．マスター（→P.B-14、P.B-14「得意先マスター」）でダミー会社を登録します。［得意先名］に貴社名の代わ

りに使用する社名を入力し（納品書に社名を印字しない場合、［得意先名］には何も入力しません）、［その

他情報］タブの［売掛特別管理外扱いコード］にチェックを付けます。入力必須項目である［営業担当者］

と集金方法は、この場合、他のプログラムに影響しないので、どのような設定でも構いませんので、入力だ

けしてください。

３．マスター（→P.B-14、P.B-14「得意先マスター」）で貴社名の印字変更をする得意先を呼び出し、手順２で

作成したダミー会社の得意先コードを［約定（取引）関係］タブの［請求元を別名で納品書発行］の入力欄に

指定し、記録します。

ビットマップを使用して変更する場合：

１．環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」）で［納品書設定］タブの（共通印字設定の）［会社情報・得

意先情報］にある［会社情報より会社名等の印字］は「しない」に、（白紙に印字時の設定の）［社印設定］の

［社印（社名）の印字］は「する」にします。この際［社印ファイル名］の入力欄には何も入力しないでくだ

さい。

２．貴社名のビットマップを「STA600.BMP」という名称で作成します。

３．納品書に印字する社名のビットマップを「S700A（貴社名の印字を変更する得意先コード）.BMP」という名称

で作成します。得意先コードが123、桁数が6桁の場合、ビットマップの名称は「S700A000123.BMP」となり

ます。

４．ビットマップが完成したら、全てメインサーバの「psapi」フォルダにコピーします。

売上計上入力の伝票内容・宛名で相手先担当者名を変更しても納品書摘要欄に印

字される名前が変更されないのは？
受注入力での請求予定明細の生成時、摘要として相手担当者を含める設定（→P.C-17、P.C-12「受注設定1」）に

なっていると思われます。

請求予定明細の摘要は売上計上明細の摘要欄に連動します。ですので、特別指示宛名の相手担当者を変えても明

細行に印字される摘要欄には影響しません。

納品書摘要欄を変更する場合には、以下のいずれかの操作をします。

Ａ．得意先マスターで相手担当者名を変更した後、受注入力でもう一度請求予定明細を生成し直し、その明細を

使用して売上計上入力もやり直します。

Ｂ．売上計上入力で明細の摘要欄を直接変更します。

PrintSapiens  実例集
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納品書を一面付けで出力するには？
環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」の［納品書設定］タブの［印字形式1］タブ）を整備をします。

以下の操作をしてください。

１．［強制段組］のチェックを外します。

２．［段組最大行数］を０とします。

３．［切り取り線を印字しない］［折り線を印字しない］の両方にチェックを付けます。

４．［用紙指定］［用紙方向］［1頁の最大行数］［1頁の最小行数］は任意の設定で構いません。

PrintSapiens 実例集
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売上計上一覧表の消費税金額の後ろについてる記号は？
消費税の区分や計算方法を示しています。意味は以下の通りです。

U：内税

H：非課税

*：伝票毎課税

無印：行毎課税

@：一括請求で未請求分

#：一括請求で請求済分

計上したはずの受注が未計上一覧に表示されるのは？
二重に請求予定明細を生成してしまっている場合：

間違えて一括と工程毎や明細毎の請求予定明細を両方生成してしまい、どちらか一方の請求予定明細のみを計上

した場合、もう一方の請求予定明細は未計上のままですので、未計上一覧に表示されてしまいます。売上計上し

ていない予定明細を削除するか、売上計上することにより、未計上一覧に表示されなくなります。

預かり在庫受注の場合：

受注データが預かり在庫扱いになっていると、納入数量の合計と受注数量が等しくない場合があります。この場

合、一括の請求予定明細を生成し計上処理をしても、未計上一覧に表示されます。納入先の追加や納入数量の変

更をし、納入数量の合計と受注数量が同じ数量になる様、調整してください。

売掛管理の帳票類に立替分を含めない（別表示する）には？
通常、立替金は自動的に別表示される設定になっています。また、売掛管理参照のほとんどのプログラムには、

集計時のオプションとして「立替分を除く」といった通常分と立替分を分けて表示できる項目が設けられていま

す。得意先元帳では環境設定（→P.C-60、P.C-47「得意先元帳の環境設定」）により、立替分を別枠を設けたり、

（ ）で囲んだりして表示することもできます。

売上伝票や入金伝票が売掛一覧表や得意先元帳に表示されないのは？
指定分類や指定請求として作成された売上伝票、入金伝票、請求書は売掛一覧表や得意先元帳には記載されませ

ん。記載する方法は（→P.22「預り金の扱い方は？」）を参照してください。

請求一覧表の「会社」分類とは？
会社マスターに登録している会社毎に売上分の請求書と請求更新をする機能で、1得意先毎に請求書毎の請求残

高は管理しません。環境設定（→P.C-65、P.C-49「請求関係の設定」の［請求書関係］）で、この機能を利用でき

るようになります。なお、「会社」分類の請求書を削除する場合、請求一覧表で対象の請求伝票を右クリックし、

表示されたメニューから「請求書取消」を選択します。

売掛管理参照プログラム
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PrintSapiens導入時の請求繰越金の扱いは？
導入前の請求繰越金は以下のいずれかの方法で設定します。

専用プログラムを使用する場合：

次項の「請求繰越金額で請求書を発行する場合」と同じ作業を自動的にプログラムでします。手順は（→P.C-111、

P.C-83「売掛残高流し込み、買掛残高流し込み」）を参照してください。

請求繰越金額で請求書を発行する場合：

この方法では初期請求繰越金額が変わるので、1回目の請求書発行時には、必ず請求繰越額を確認してください。

１．売上計上入力を起動し、請求繰越金額を売上として入力します。

２．請求書発行を起動し、手順１で作成した伝票を元に請求書を発行します。

得意先マスターで請求繰越金額を設定する場合：

消込分の金額はシステムでは管理しないので、請求繰越分を分割して入金する場合には注意が必要です。

１．マスター（→P.B-14、P.B-14「得意先マスター」）で目的の得意先を呼び出し、［その他情報］タブの［請求

繰越額関係設定］で請求繰越金額を入力します。

２．入金入力を起動し、［入金区分］［入金額］を設定、［特例消込］で［約定請求分として］に入金額を入力した

後、記録します。

売上計上日が異なる伝票の1本化や明細の作り変えはできますか？
11/20：売上  200,000円

11/31：請求締処理 ～ 月次決算による金額確定

12/06：売上額変更（値引き）発生  △5,000円

上記のような状態で11月分の請求書に195,000円で明細を出力し、11月20日売上額として200,000円、12月6日売

上額として△5,000円の売上計上する場合、以下の手順を行います。

１．11月31日の請求を取り消します。

２．11月20日に発行した売上計上の金額を195,000円に変更します。

３．11月20日の日付で新たに「特別請求」として5,000円の枠外売上伝票を作成します。

４．12月6日の日付で新たに「特別請求」として-5,000円の枠外売上伝票を作成します。

５．11月分の請求処理をやり直します。

上記手順をすると、手順５の11月分請求書には手順２で作成した195,000円の売上伝票のみが出力され、社内計

上情報として11月分は手順２と手順３で作成した売上伝票分の200,000円、12月分は手順４で作成した売上伝票

分の-5,000円が出力されます。

製品完成前に請求書の発行をするには？
環境設定（→P.C-53、P.C-42「売上入力の設定」）の［計上可能受注］で「完成・未完成問わず」を選択すると、

製品完成前でも売上計上やその売上伝票を元に請求書の発行ができます。

諸口扱いの得意先への請求書を発行するには？
請求書発行には1得意先に対して1得意先コードが必要となりますが、諸口扱いの得意先の場合、複数得意先に1

つしか得意先コードがありません。このため、一括（月締め）処理でなく、都度処理が原則となっています。で

すので、諸口扱いの得意先に対する請求書はピックアップ請求書発行をご利用ください。諸口残高動態表（STA720）

で諸口得意先毎に入金残高や売上金額等、請求書発行に必要な情報を参照できます。

立替科目を請求書に別表示するには？
立替科目分を売上計上入力する際、請求指定を「特別請求」にして処理することにより、通常請求の請求書には表

示されません。その場合、特別請求書発行（→P.6-15、P.4-15「特別請求書発行」）で、立替科目分の請求書を発

行します。

請求書発行
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請求書と売上計上明細の内容が異なるのは？
売上計上入力で代替明細を入力している場合、売上計上明細でなく代替明細が請求書に反映されます。請求書に

売上計上明細を反映させる場合、代替明細を削除してください。

請求繰越額と元帳繰越額で金額が違ってしまったのは？
貴社と得意先締日の違いや消費税の関係により、両者の繰越額にずれが発生することがあります。この場合は、

以下のどちらかの操作をしてください。

請求繰越額と元帳繰越額を一元管理する（分けない）場合：

１．請求書発行を起動し、［得意先繰越額調整、請求参照、請求削除］をクリックします。

２．目的の得意先のコードを入力し、［検索・表示］をクリックします。

３．［マスター初期値］で金額を調整します。

４．［記録（更新）］をクリックします。

請求繰越額と元帳繰越額を一元管理しない（分ける）場合：

１．得意先元帳を起動し、目的の得意先のコードを入力します。

２．［元帳用繰越額設定］をクリックします。

３．表示された画面で［元帳繰り越し額を有効にする］にチェックを付け、繰越日付や各種金額を入力します。

４．［記録］をクリックします。

請求漏れを前回の売掛残に加算されないようにするには？
請求漏れ分の売上計上入力をする際［得意先指定日］を使用します。（社内用の）［計上日］と［得意先指定日］を

指定することにより、社内的な管理帳票（売掛一覧等）と得意先向けの書類（請求書、納品書等）との日付的な

矛盾の整合性をとります。詳しくは（→P.15「社内の計上日と得意に対する計上日を異なる日付で設定するに

は？」）を参照してください。

請求書の宛名を今回だけ変更するには？
１．請求書発行で通常通りの処理をします。

２．ピックアップ請求書で手順１で処理した請求書を呼び出します。

・［発行済み請求書セット（検索）］［発行済み請求書セット（番号）］を使用します。

３．［別名宛名を使用］にチェックを付け、必要事項を入力します。

４．［記録］後、［請求書プレビュー］をクリックし、出力します。

請求書の得意先名がバランスよく印字するには？
文字数によって得意先名が住所より小さくなってしまう場合があります。その場合、環境設定（→P.C-65、P.C-

49「請求関係の設定」）の「請求書関係」タブの会社情報・得意先情報タブにある「得意先名を大きく印字」にチ

ェックを付けてください。
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請求書の「区分」に表示されている数字は？
入金伝票の場合：

01：現金

02：振込

03：手形

04：振込手数料

05：相殺

06：値引（税込）

07：値引（税抜）

10：返金

11：振替

12：小切手

40：複数請求分類（通常、特別、指定）で作成した場合の区分

売上伝票の場合：

1桁目は請求分類等の区分を示しています。

1：約定通常請求

2：約定特別請求

3：約定指定請求

4：特別請求書発行

5：ピックアップ請求書発行

6：特別請求・即出、手書

2桁目は税区分を示しています。

0～4：外税

5～8：内税

9：非課税

PrintSapiens 実例集
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過入金の扱い方は？
顧客へ返却する場合：

１．入金入力を起動し、［入金区分］で「返金」を選択、［入金額］に「－過入金額（例：－2,000）」を入力し、新

規伝票を作成します。

２．入金入力で過入金となった入金伝票を呼び出し、［特例消込］をクリックします。

３．表示された入力欄に「過入金額（例：2,000）」を入力し、記録します。

４．入金入力で手順１で作成した入金伝票を呼び出し、［特例消込］をクリックします。

５．表示された入力欄に「－過入金額（例：－2,000）」を入力し、記録します。

次回請求分に充当する場合：

１．入金入力で過入金となった入金伝票を呼び出します。

２．［未入金売上伝票］から充当する売上伝票を選択し、記録します。

前受金の扱い方は？
入金入力で通常の入金処理をします（過入金扱いとなります）。前受金を請求に充当する場合は（→P.22「過入金

の扱い方は？」の「次回請求分に充当する場合」）を参照してください。

預り金の扱い方は？
１．売上計上処理を起動し、預り金を「指定請求分類」として新規伝票を作成します。

２．入金入力を起動し、「指定請求（県、市等）」を選択します。

３．［売上伝票検索］をクリックし、手順１で作成した売上伝票を「今回の入金に対する売上伝票」として新規

入金伝票を作成します。（これらの伝票は何れも空伝票扱いとなるため、元帳には記載されません。）

実際の売上計上が発生した場合：

発生した売上分を預り金から入金へ振替えます。この振替処理は預り金が全額振り替えられるまで、何度でもでき

ます。また、振替のために以下の手順で作成された入金伝票は通常の入金伝票ですので、元帳にも記載されます。

４．入金入力を起動し、［指定入金分の充当伝番］に手順３で作成した入金伝票を指定し、［売上伝票検索］をク

リックします。

５．「今回の入金に対する売上伝票」に消し込む売上伝票を指定します。

６．［入金額］に今回消し込む売上伝票の総額を入力し、記録します。

過入金になっていた顧客との取り引きがなくなってしまった場合は？
PrintSapiens上では経理上の処理に関わらず、入金入力の［特例消込］を使用し、過入金額分を消し込みます。

詳しい手順は（→P.22「過入金の扱い方は？」の「顧客へ返却する場合」）を参照してください。

16回以上の指定入金充当の方法は？
PrintSapiensでは1指定入金伝票に対して充当できる回数は16回で、16回目に残が出るような充当はできません。

これを解決するには16回目の充当時に入金入力で以下の処理をします。

１．新規に入金伝票を作成します。［入金に対する請求分類］で「特別請求分」を選択し、［指定入金充当番号］

に充当残のある伝票番号を指定します。［特例消込］をクリックし、表示された画面で「充当残金額（例：2,000）」

を全額［特別入金として］に入力します。

２．新規に入金伝票を作成します。［入金に対する請求分類］で「指定請求（県、市等）」を、［入金区分］で「そ

の他」を選択し、［入金額］へ「－充当残金額（例：－2,000）」を入力します。さらに［特例消込］をクリッ

クし、表示された画面で「－充当残金額（例：－2,000）」を［指定入金として］に入力します。

３．新規に入金伝票を作成します。［入金に対する請求分類］で「特別請求分」を選択し、［指定入金充当番号］

に手順２で作成した伝票番号を指定します。［特例消込］をクリックし、表示された画面で「－充当残金額

（例：－2,000）」を［特別入金として］に入力します。

４．新規に入金伝票を作成します。［入金に対する請求分類］で「指定請求（県、市等）」を、［入金区分］で「そ

の他」を選択し、［入金額］へ「充当残金額（例：2,000）」を入力します。

５．手順４で作成した指定入金伝票から16回以降の充当処理ができるようになります。

入金入力
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入金の消し込みは受注個別にできますか？
入金予定に対しての完全個別消込です。明細毎もできます。各請求方法が異なる請求の混在入金や赤伝等、マイ

ナス伝票にも対応し、自動消込み機能もありますか。また、指定請求からの入金は、預かり金として約定・特別

に充当することもできます。

過去の発行した入金伝票の金額を調整するには？
実入金額とは違う金額で入金伝票を発行してしまった場合、以下の操作をします。

１．入金入力を起動し、調整をする入金伝票と同じ［入金日］［得意先］［入金区分］にします。

２．［入金額］に調整分の金額を入力します。

実入金額が入金伝票より少なかった場合には正の調整額（例：2,000）、多かった場合には負の調整額

（例：-2,000）を入力します。

３．［特例消込］をクリックし、［約定請求分として］に手順2で入力した金額を入力します。

４．入金伝票を記録します。

ここまでの手順で売掛残高が調整できました。

この後、新たに入金があった場合、以下の手順で消込対象額の調整をします。

５．入金入力を起動し、入金情報を入力します。

６．［特例消込］をクリックし、［約定請求分として］に手順2の金額を正負を逆にして入力します（例：手順2で

2,000と入力していたら、ここでは-2,000とします）。

７．入金伝票を記録します。

通常請求分の過入金伝票で特別請求分の売上伝票を消し込むには？

請求書に記載する前の入金伝票の場合：

１．［入金に対する請求分類］で「特別請求分」にもチェックを付けます。

２．消込対象の売上伝票を指定します。

３．［余りの今回入金額］が0円になるように［特例消込］で各請求分類に金額を振り分けます。

請求書に記載済みの入金伝票の場合：

請求書に記載した場合、請求分類を変更することができなくなります。これは約定請求の残高に対象の過入金伝

票の金額が加算される為です。

１．特別請求分の金額で約定請求の赤と黒2つの売上伝票を作成します。

２．入金入力で伝票を新規作成し、赤伝票と特別請求分の伝票を入金金額0円で消し込みます。

３．先の過入金の入金伝票で黒伝票を消し込みます。

消込対象の売上伝票が数千件ある場合は？
消込記録用の伝票連番が3桁までですので、999件を越えての１伝票での売上消込はできません。入金入力時、売

上伝票表示件数を999件として、売上伝票を検索して頂くと、999件分の入金額が自動セットされるので、この作

業を繰り返しながら複数入金伝票として消込作業をしてください。

売上計上入力で登録した入金予定日が反映されないのは？
約定請求として作成した売上伝票で、売上計上入力の「入金予定日」と実際に各処理で反映される入金予定日が

異なる場合があります。

売上計上入力で「入金予定日」を変更後、約定に従って請求書発行処理をすると、売上計上入力の画面表示はそ

のままですが、実際に各処理で反映される入金予定日は約定に従った日付が適応されます。約定に従った日付と

異なる日付を売上計上入力で指定する場合、［入金予定日変更］をクリックし、［強制変更入金予定日］にご希望

の入金予定日を入力します。
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日付単位で現金、振込、手形等の金額を一覧で参照するには？
入金一覧表の並べ替え方法で「入金日」を指定し、入金日順に小計を出力する設定で検索すると、それぞれの入

金区分毎に金額を参照できます。

受注毎に未入金情報を参照するには？
売上計上一覧表を使います。［未入金伝票のみ］にチェックを付けて検索してください。

ゼロ円売上分を未収金で検索しないようにするには？
ゼロ円売上伝票を入金処理します。自動消込では対象にならない場合がありますので、その場合には手動で入金

対象にしてください。

諸口扱い（都度請求）の得意先の管理方法は？※
入金残高を参照する場合には諸口残高動態表が便利です。このプログラムは諸口、つまり都度請求の得意先に重

点を置いて開発されたもので、（諸口）得意先毎に、繰越残高や入金額等の情報を参照することができます。

また、営業からの情報が届いていない為に売上計上漏れ、請求漏れが発生する場合にはまず、納品書未発行納入

情報一覧表にて検索してください。これは売上計上されていない（受注入力の）納入情報を検索するものです。

それと受注一覧表で「オプション」タブの「売上計上」で「計上実績無し」を選択して検索すると、一度も売上計

上をしていない受注を検索することができます。このオプションと納期とを組み合わせて検索すれば、納期が過

ぎていてまだ売上計上処理されていない受注を抽出することができます。

請求書発行画面では「締日」に0（ゼロ）を入力すると、都度請求の得意先を対象に検索できます。「請求期間が

14日間に満たない得意先は除く」のチェックを外すと、前回の請求から14日以上経っていない得意先も対象とす

ることができます。

入金関係参照プログラム
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外注発注処理で新たに「部品」を追加登録したいのですが、どのようにすれば登録でき

ますか？
作業明細の場合は受注入力になくても発注時に追加できますが、部品の追加はできません。受注入力より部品情

報を追加してください。

外注発注処理で発注明細のサイズ毎に単価が決まっているものに関して、自動的に

単価を表示できますか？
外注仕様入力で対応しています。以下の操作をしてください。

なお、この機能を使用するには事前に実績関係マスター（→P.B-60、P.B-55「工程別収集項目マスター」／P.B-63、

P.B-57「収集設定マスター」／P.B-68、P.C-62「作業内容マスター」）を整備する必要があります。

１．外注発注入力画面で発注明細の行番号を右クリックし、「外注仕様明細入力」を選択します。

２．表示された画面で外注仕様内容を設定します。

３．［外注仕様に基づいて外注内容をセットして閉じる］をクリックします。

４．自動的に算出された［希望単価］［発注金額］を確認します。

用紙発注処理の営業仕切率はどこで登録しますか？
今お使いのコンピュータだけで使用する仕切率の場合、発注明細の項目タイトルの［仕切率／ﾗﾝｸ］をクリックし

て表示された入力画面でその率を設定します。

貴社で使用する仕切率が一律の場合には、環境設定（→P.C-69、P.C-53「外注・用紙・資材発注環境」）の［入力

設定Ⅱ］タブの［外注発注関係］タブにある［外注発注の率設定］で［営業仕切率の設定］を「全端末同じ仕切率

設定」として、その率を入力欄に登録します。

用紙発注処理の営業仕切金額が表示されないのは？
用紙発注処理の［営業仕切金額］は当用紙（受注と関連した発注物件）にのみ表示されます。受注入力に用紙明

細がなく、発注明細行の［受注No./行No.］に受注番号を入力していない場合、或いは［在庫管理対象］にチェッ

クが付いている場合には［営業仕切金額］は表示されません。

［営業仕切金額］を表示させるには、以下のいずれかの操作をしてください。

受注入力に用紙明細がある場合：

通常通り、該当の受注番号を［用紙発注を行う受注番号］に入力します。

受注入力に用紙明細がない場合：

該当の受注番号を発注明細行の［受注No./行No.］に入力します。

用紙以外の主材料費（資材発注物件）を受注原価に加算するには？
現バージョンの資材発注処理は受注との連携がありませんので、資材発注物件を受注原価へ反映できません（時

期は未定ですが、対応予定です）。受注原価へ加算する材料の発注は全て外注発注処理でしてください。

「その他」工程を使用する場合：

外注発注時、工程で「その他」を選択し「S-0」「S-1」「S-7」のいずれかの区分で処理をします。

用紙以外の主材料費用の工程を使用する場合：

外注発注時、工程で用紙以外の主材料費の工程で処理をします。この場合、あらかじめ用紙以外の主材料費用の

工程を登録しておく必要があります。登録は環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の部門割り当て」）でしますので、

詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。

発注処理
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外注発注処理をした作業明細をもう一度外注発注処理するには？
PrintSapiensでは一度発注処理をした作業明細は、二重発注を防止するために（→P.7-9、P.5-8「外注発注処理」

の手順6の画面の）発注候補から外れるようになっています。もう一度発注処理する場合には以下の操作をします。

なお、以下の操作をすると、受注入力に作業明細が追加されます。発注伝票を削除すれば追加された作業明細を

受注入力で削除できます。

１．外注発注処理を起動し、受注番号を入力後、［新規］をクリックします。

２．各発注明細行の［行］部分をクリックし、［外注仕様明細入力］を選択します。

３．表示された画面で［工程］［部品］を選択し、［外注内容（仕様）］他、発注する内容を入力します。

４．［適用して閉じる］をクリックします。

５．発注伝票を記録します。

売上計上入力した受注に伴う用紙・外注発注を禁止するには？
PrintSapiensでは、原価発生を売上計上入力を条件に禁止することはできません。完成したものから随時納品す

る場合や、前工程分を先に売上計上する等、製品完成前に売上計上することが日常的に発生する為です。発注処

理は製品完成処理を条件に禁止することができます。（→P.26「製品完成後の受注に伴う用紙・外注発注を禁止

するには？」）を参照してください。

製品完成後の受注に伴う用紙・外注発注を禁止するには？
原価確定処理された受注に対しての発注処理は、プログラムにより自動的に禁止されます。原価確定方法につい

ては（→P.42「原価確定の方法は？」）を参照してください。

用紙の見積（受注）単価と発注単価を分けるには？
用紙マスターと環境設定の設定により分けることができます。なお、この場合、色上質紙のように色別に単価が

異なる場合には発注時の手修正が必要になります。

１．環境設定（→P.C-69、P.C-53「外注・用紙・資材発注環境」）の「入力の設定Ⅱ」タブの「用紙発注関係」タ

ブの「基本設定１」タブにある［受注時単価（受注用紙明細からセットされた場合）または、用紙マスター

単価をセット（在庫用紙発注など）する］で適用する用紙単価ランクを指定します。通常、一番離れたFラン

クを設定します。

２．用紙マスターで手順1で選択したランクの単価を設定します。

外注明細の行番号が入力途中で変わるのは？
［外注指示工程（明細）を選択する］をクリックして明細を追加すると、明細の行番号が入れ替わってしまう場合

があります。これは自動的に工程順に自動的に並べ替えをするプログラム上の仕様によるものです。並び順を元

に戻すには、［外注指示工程（明細）を選択する］で一旦全ての明細を［発注する明細］から外し、改めて選択し

直してください。
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検収金額の変更を禁止するには？
月締め後の変更をできなくするには、検収処理画面から毎月締め後に「入力期日の設定」で締め日付を入力して

ください。

発注処理での仕切率は検収処理に引き継がれていますので、発注時に営業仕切割増率を設定しておきます。検収

処理画面で「検収金額が変更された時は営業仕切金額も変更する」にチェックを付けていると、検収金額を入力

した際に営業仕切金額が自動的にセットされます。

検収処理
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検収一覧表で参照すると、課税率が環境設定で設定している率と異なっているの

は？
課税方法が伝票課税、或いは締毎課税になっている可能性があります。

伝票単位の課税対象合計額に対し税額を算出し、それを明細で按分しているはずです。そのため５％課税額にな

らない場合があります。

買掛管理参照プログラム
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PrintSapiens導入時の支払繰越金の扱いは？
導入前の支払繰越金は以下のいずれかの方法で設定します。

専用プログラムを使用する場合：

次項の「発注・検収伝票を発行する場合」と同じ作業をプログラムで自動的にします。手順は（→P.C-111、P.C-

82「売掛残高流し込み、買掛残高流し込み」）を参照してください。

発注・検収伝票を発行する場合：

１．外注発注処理を起動し、［発注先］に目的の仕入先のコードを、［発注金額］に支払繰越金額を入力します。

２．［同時検収記録］をクリックします。

３．手順２で発注と共に自動作成された検収伝票を元に支払入力をします。

仕入先元帳の金額を合わせるのみの場合：

１．元帳（→P.8-25、P.5-35「仕入先元帳」）を起動し、目的の仕入先のコードを入力します。

２．［元帳用繰越額の設定］をクリックし、表示された画面で［元帳繰越額を有効にする］にチェックを付けます。

３．日付や金額等の必要事項を入力し、［記録］をクリックします。

支払繰越額と元帳繰越額で金額が違ってしまったのは？
貴社と仕入先締日の違いや消費税の関係により、両者の繰越額にずれが発生することがあります。この場合は以

下のどちらかの操作をしてください。

支払繰越額と元帳繰越額を一元管理する（分けない）場合：

１．支払書発行を起動し、［支払先繰越額調整、支払書参照、支払書削除］をクリックします。

２．目的の仕入先のコードを入力し、［検索・表示］をクリックします。

３．［マスター初期値］で金額を調整します。

４．［記録（更新）］をクリックします。

支払繰越額と元帳繰越額を一元管理しない（分ける）場合：

１．仕入先元帳を起動し、目的の仕入先のコードを入力します。

２．［元帳用繰越額設定］をクリックします。

３．表示された画面で［元帳繰り越し額を有効にする］にチェックを付け、繰越日付や各種金額を入力します。

４．［記録］をクリックします。

仕入先への源泉徴収は？
内税の場合、（国税庁長官により全国の税務署に通達されている既定に従い）そのまま源泉徴収税を課税します。

外税の場合でも、税率を乗じる対象金額は実支払金額に税率を乗じる方式（消費税込金額×税率）が原則です。

ただし、請求書等に消費税額が明確に区分されている場合は消費税抜金額×税率も可能です。

上記の設定はPrintSapiensの初期設定値です。環境設定（→P.C-79、P.C-63「源泉徴収の設定」）で変更できます

が、特別な理由がない限り変更なさらないことをお勧めします。

支払書発行
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過払金の扱い方は？
仕入先から返却された場合：

１．支払入力（個別）を起動し、［支払区分］で「返金」を選択、［入金額］に「－過払金額（例：－2,000）」を入

力し、新規伝票を作成します。

２．支払入力（個別）で過払金となった支払伝票を呼び出し、［特例消込］をクリックします。

３．表示された入力欄に「過払金額（例：2,000）」を入力し、記録します。

４．支払入力（個別）で手順１で作成した支払伝票を呼び出し、［特例消込］をクリックします。

５．表示された入力欄に「－過払金額（例：－2,000）」を入力し、記録します。

次回支払分に充当させる場合：

１．支払入力（個別）で過払金となった支払伝票を呼び出します。

２．［未払仕入計上伝票］から充当する仕入伝票を選択し、記録します。

前払金の扱い方は？
支払処理で通常の支払処理をします（過払金扱いとなります）。前払金を支払に充当する場合は（→P.30「過払金

の扱い方は？」の「次回支払分に充当させる場合」）を参照してください。

支払予定日を変更するには？
支払予定日を変更するには次の5通りの方法があります。

Ａ．仕入先の約定を変更する。

Ｂ．入荷検収日を変更する。

Ｃ．入荷検収伝票の［支払予定日］を変更する。

Ｄ．支払入力（まとめ）で支払変更日付を入力する。

Ｅ．支払入力（個別）で［支払予定日］で変更前の支払予定日とは異なる日付を入力し、処理をする。

源泉徴収を税込金額に対して計算させるには？
税込金額に対して源泉する場合、環境設定（→P.C-79、P.C-63「源泉徴収税の設定」）を整備した後、内税で発注

や検収処理をします。

支払入力
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製品在庫管理を始める為にどんな準備をしたらいいの？
PrintSapiens稼動前の製品在庫をPrintSapiensで管理する場合には、以下の手順をします。

１．受注毎に在庫数、単価、在庫金額を調べます。仕掛中の受注に対しては、受注数量や受注金額を調べます。

２．受注入力をします。

全数量完成済みの場合：

ａ．基本情報画面で［得意先］［商品名］を入力し、［数量］に在庫数を、［売上単価］或いは［計上予定額］に

在庫単価や在庫金額を入力します。

ｂ．受注情報2画面で［在庫管理を行う］にチェックを付けます。

仕掛中の場合：

ａ．基本情報画面で［得意先］［商品名］を入力し、［数量］に受注数量、［売上単価］或いは［計上予定額］に

その受注の金額情報を入力します。

ｂ．受注情報2画面で［在庫管理を行う］にチェックを付けます。

ｃ．作業指示や作業予定管理をPrintSapiensでする場合、必要な作業明細や予定情報も入力します。入力の

詳細は（→第3章、第2章「受注入力」）を参照してください。

３．完成処理をします。［一部完成処理を行う］にチェックを付けると、仕掛中の受注でも在庫数量分の完成処

理ができます。

４．出荷指示と売上計上入力をします。

既に全数量に対する売上が完了している場合：

ａ．納入詳細情報画面の［納入情報］タブにある［処理数量］を「0」（何も入力されていない状態になります。）

にします。

ｂ．同画面［請求予定・計上情報］タブにある［全数量分で一括計上］にチェックを付け、［請求予定明細の

生成］をクリックします。

ｃ．表示された計上予定明細画面で［金額］を「0」にします。

ｄ．同画面で［売上計上］をクリックします。

ｅ．表示された売上計上入力画面で内容を確認し、記録します。その際、伝票を請求書に記載するかどうか

のメッセージが表示されますので、「一括請求書に出力しない」を選択します。これで請求書を発行して

も、この売上伝票は記載されません。

ｆ．納入情報を追加します。

ｇ．表示された納入詳細情報画面の［納入情報］タブにある［処理数量］に納入数量を入力します。

ｈ．［出荷指示］をクリックします。

ｉ．表示された出荷指示画面で内容を確認し、記録します。

※ 製品の納入依頼があった場合、上記ｆ～ｉをします。

納入毎に請求する場合（全数量完成済みの場合）：

ａ．納入詳細情報画面の［納入情報］タブにある［処理数量］に納入数量を入力します。

ｂ．［出荷指示］をクリックします。

ｃ．表示された出荷指示画面で内容を確認し、記録します。

ｄ．同画面［請求予定・計上情報］タブにある［請求予定明細の生成］をクリックします。

ｅ．表示された計上予定明細画面で［金額］を確認します。

ｆ．同画面で［売上計上］をクリックします。

ｇ．表示された売上計上入力画面で内容を確認し、記録します。

※ 製品の納入依頼があった場合、納入情報を追加後、ａ～ｇをします。

納入毎に請求する場合（仕掛中の場合）：

ａ．納入詳細情報画面の［納入情報］タブにある［処理数量］に、既に納品の完了した数量を入力します。

ｂ．［出荷指示］をクリックします。

ｃ．表示された出荷指示画面で内容を確認し、記録します。その際、［出荷指示日］は稼動前月末日にします。

ｄ．同画面［請求予定・計上情報］タブにある［請求予定明細の生成］をクリックします。

ｅ．表示された計上予定明細画面で［金額］を確認します。

製品在庫関係
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ｆ．同画面で［売上計上］をクリックします。

ｇ．表示された売上計上入力画面で内容を確認し、記録します。［計上日］は稼動後の請求書に影響しない日

付を入力します。

※ 製品の納入依頼があった場合、納入情報を追加後、「納入毎に請求する場合（全数量完成済みの場合）」

のａ～ｇをします。

PrintSapiens導入後に製品在庫管理を始める場合は特に準備は必要ありませんが、必須となる日常の処理がいく

つかあります。

１．受注入力

受注情報2画面で「在庫管理を行う」にチェックを付けます。チェックを付けなくても在庫管理はできますが、受

注数と納入予定数に矛盾が発生しない為の自動修正が機能しなくなるので、納入情報の入力がしやすくなる他、

製品在庫問合わせ等の帳票でも在庫扱いかどうかを意識せずに、情報の参照ができます。

２．完成処理

これにより製品が在庫扱いになります。この処理をしないと仕掛扱いのままで、出荷後には在庫数がマイナスに

なってしまい、正確な在庫数や在庫金額が参照できません。

３．出荷指示或いは売上計上入力

これにより製品が出荷済みとなります。

なお、製品在庫管理を始める前の受注の製品在庫を管理する場合、その受注の全受注数量を［処理数量］として、

既に売上計上入力している場合、処理数量が出荷済数としてみなされるので、売上伝票を削除しないと在庫管理

することはできません。既に請求処理や入金処理が行われていて、売上伝票まで溯って削除するのは不可能な場

合、新たに在庫管理用に受注データを作成するしかありません。当然受注番号も違ってしまいますが、出荷時、

出荷指示書の備考欄等に元の受注に対する在庫管理用番号であることを分かりやすく明記しておくとよいでしょ

う。以下は在庫管理用受注の売上の処理方法です。

１．納入詳細情報画面の［納入情報］タブにある［処理数量］を「0」（何も入力されていない状態になります。）

にします。

２．同画面［請求予定・計上情報］タブにある［全数量分で一括計上］にチェックを付け、［請求予定明細の生成］

をクリックします。

３．表示された計上予定明細画面で［金額］を「0」にします。

４．同画面で［売上計上］をクリックします。

５．表示された売上計上入力画面で内容を確認し、記録します。その際、伝票を請求書に記載するかどうかのメ

ッセージが表示されますので、「一括請求書に出力しない」を選択します。これで請求書を発行しても、こ

の売上伝票は記載されません。

製品の在庫入力はどうするの？
PrintSapiensでは完成処理をした時点（仕掛りでなくなった時点）で自動的に在庫データとしてみなされます。

PrintSapiensには一般的な製品在庫データという概念はありません（時期は未定ですが、対応予定です）。

１つの受注を１つのロット番号と考え、製品が完成した段階から製品在庫扱いになり、注文が来る度に納入情報

を作り、出荷していくという考えです。在庫がなくなるまで繰り返します。在庫がなくなった段階でリピートで

新規の受注データを作成します。受注番号が変りますが、通常は同商品コードを使用して括ります。
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完成時の数量が受注数量と異なる場合は？
在庫数だけで在庫金額を管理しない（製品在庫金額一覧表を使用しない）場合、受注情報2画面の［在庫管理を行

う］にチェックを付け、［調整数］に完成時の数量と受注数量の差分を入力することにより、簡単に数量調整でき

ます。しかし、この［調整数］は日付の概念がなく過去に遡って数量を変更してしまう為、正確な在庫金額の算

出ができません。また、システム内部で自動的に計算している原価按分率に対し、悪影響を及ぼす可能性もあり

ます。従って、在庫金額を管理している場合には［調整数］を使用せず、下記のいずれかの方法をしてください。

Ａ．受注入力で数量欄を変更します。数量欄はいつでも変更できます。

Ｂ．多くできた場合：多くできた数量分を（原価計上せずに）自社マイナス出庫します。

少なくできた場合：少なかった数量分を（原価計上せずに）自社に出庫します。

Ｃ．一回目の処理数（納入情報の水色）で数量を調整して、在庫数に合うようにします。

納品書の数量（売上数量）は、正規の納品数量とします。

余剰生産分を在庫管理するには？
生産効率が良く、製品が当初予定より多くできてしまい、それをリピートに備えて在庫しておくという場合、次

のような方法をお勧めしております。

１．本来の受注は、受注数で通常通り完成処理と売上計上入力をします。

２．本来の受注の基本情報画面（→P.3-16「受注基本情報の入力」、P.2-25「受注基本情報」）のみをコピーして、

余剰生産の数量で受注データを作成します。この時、基本情報2画面（→P.3-22、P.2-17「特殊受注への変

更・解除」）で［在庫管理を行う］にチェックを付けてください。

３．手順２で作成した受注データの製品完成処理をします。

再版が来た場合：

４．手順２で作成した受注の売上計上入力をします。再版の受注数が在庫では足りない場合、不足分として新規

に受注データを作成します。

破棄処分にする場合：

４．得意先マスターに貴社を売掛管理対象外として登録します。

５．手順２で作成した受注データに対し、手順４で取得した得意先コードで0円計上します。

棚卸の数量が在庫数と異なる場合は？※
棚卸時、現存数とデータ上の数とで食い違いが出てしまうことがあります。このような場合、以下の方法で在庫

数の調整をしてください。この操作後、在庫減耗専用の自社コードで原価集計すると減耗表を作成できます。

１．得意先マスターに在庫減耗専用の自社コードを登録します。

２．受注入力で在庫数を調整する受注データを呼び出します。

３．納入情報を追加し、「処理数量」に調整数を入力します。

４．原価減耗として処理する場合、納入詳細情報画面の［原価計上関係］にある「この計上に対して原価計上を

行う」にチェックを付けます。

５．手順３で追加した納入情報に対する計上予定明細を生成します。

６．手順４で生成した予定明細を売上計上処理します。この時、得意先を手順１で作成した在庫減耗専用の自社

コードを使用します。

７．減耗として処理する場合、売上計上入力で０円計上します。

返品の場合の製品在庫管理は？
出荷伝票を削除する場合：

出荷と返品が同月内である場合には、単純に出荷伝票自体を削除することで返品分が在庫として戻りますが、返

品が翌月に回ってしまった場合は下記の操作をしてください。

赤伝扱いする場合：

１．受注入力で返品となったの受注データを呼び出し、納入先を追加後、「－処理数（例：-2,000）」を入力します。

２．手順１で追加した納入情報に対する請求予定明細を生成します。

３．売上計上入力で赤伝として手順２で作成した請求予定明細に対して計上処理をします。
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出庫数と原価償却数との関係は？
それぞれ専用のプログラムを使用して参照します。

参照結果の数値が以下の理由により異なる場合があります。詳しくは下記のリストを参照してください。

・出庫日＜＞売上計上日の場合。

・前工程のみの売上（例：出庫＝0、原価償却＝50%）の場合。

・預り分の在庫（出庫＝？、原価償却＝100%）の場合。

出庫数 原価償却率・数

使用プログラム 製品在庫問合わせ 製品在庫金額一覧表

目的 主に現在倉庫数の把握の為 経理決算用の金額把握の為

（営業・工務など数量管理） （経理など金額管理）

内容 実際に納品する数量 出庫数に対して原価の按原価の按分率

（受注入力の 原価償却数＝受注数×原価償却率

納入詳細情報画面） →原価償却率＝原価償却数／受注数

通常は出庫数＝原価償却数（自動）

数量定義 出荷または、売上計上された数 売上計上された数

製品在庫問合わせに表示される金額の算出方法は？
売上評価単価：受注基本情報の［売上単価］

売上評価金額：売上評価単価×在庫倉庫数

原価簡易単価：基本工程積算原価／受注数量

原価簡易評価金額：原価簡易単価×在庫倉庫数

在庫含み利益：売上評価金額－原価簡易評価金額

製品在庫金額一覧表の「償却数量」とは？
基本的には受注入力の納入詳細情報画面の処理数量（水色欄）ですが、厳密には納入情報画面の原価処理数量で

す。通常、納入詳細情報画面の［処理数量］＝［原価処理数量］になりますが、分納一括請求の場合や手入力で原

価処理数量を変更した場合等は、納入詳細情報画面の［処理数量］≠［原価処理数量］になります。この納入情報

を売上計上した場合、売上計上日付をもって原価処理数量が償却数量となります。

仕掛一覧表で集計される「内作費」「外注費」の内容は？
仕掛りとして集計する金額によって、この外注費・内作費の内容が異なります。

（下記の金額１、金額２…はP.58の「PrintSapiensで管理される金額構造は？」を参照してください。）

金額１、２：

・外注費・・・検収済金額

・内作費・・・（仕掛工程の場合、工程完了処理されている場合）

受注の積算金額（緑金額）或いは積算原価（黄色金額）から外注費を引いた額

（仕掛でない場合、工程完了処理されていない場合）

外注費の正負が逆になった数字になります。→外注費と内作費を加算すると０になります。

※工程着完処理が必要です。

※用紙工程の場合、工程完了の概念はなく検収処理状態によります（用紙出庫関係の処理は無視されます）。

金額３、４：

・外注費 ・・・・・・・・金額３：営業仕切金額、金額４：外注費（→外注発注処理/検収処理より）

（用紙工程の場合）・・・金額３：営業仕切金額、金額４：用紙仕入金額（→用紙発注処理/検収処理より）

・内作費 ・・・・・・・・金額３：加工高、金額４：実質原価（→日報／実績処理より）

（用紙工程の場合）・・・金額３：営業仕切金額、金額４：用紙原価（→用紙出庫処理より）

※実績入力または日報入力が必要です。

※用紙在庫管理をする場合、用紙出庫処理が必要です。
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仕掛一覧表で対象となるのはどんな受注ですか？
集計する金額種類により、対象となる条件が異なります。以下のいずれかの処理をした受注が対象となります。

（下記の金額１、金額２…はP.58の「PrintSapiensで管理される金額構造は？」を参照してください。）

金額１、２：・受注入力での該当金額の入力

・工程着完処理

金額３、４：・検収処理（外注・用紙）

・日報／実績入力（社内作業分）

・用紙出庫処理（在庫紙）

また［仕掛かり控除］も集計する金額種別により、通常使用する計算方法が異なります。

金額１：「実売上額」

金額２：「原価償却率で一律控除」

金額３、４：「原価償却率発生毎再計算」

金額３、４では「原価償却率で一律控除」「原価償却率発生毎再計算」のいずれかの選択ができます。

以下は両者の計算方法の違いです。

2/1   受注

2/10  制作作業  10,000

2/15  製版作業  20,000

2/20  売上 50%

2/25  刷版作業  10,000

2/26  印刷作業  20,000

2/27  売上 25%

上記のような受注において、2/29で仕掛一覧表を参照すると…

「原価償却率で一律控除」方式：

2/29  発生原価  60,000  償却率 75%        控除額  60,000×75%＝45,000

仕掛額 60,000－45,000＝15,000

「原価償却率発生毎再計算」方式：

2/10  発生原価  10,000  仕掛 10,000

2/15  発生原価  20,000  仕掛 30,000

2/20  原価      30,000  償却 50%発生      控除額30,000×50%＝15,000

仕掛額 30,000－15,000＝15,000

2/25  発生原価  10,000  仕掛 10,000＋15,000＝25,000

2/26  発生原価  20,000  仕掛 25,000＋20,000＝45,000

2/27  原価      45,000  償却 25%発生      控除額45,000×50%＝22,500

仕掛額 45,000－22,500＝22,500                     ↑残り50%の償却に対して25%の率
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用紙在庫管理を始める為にどんな準備をしたらいいの？
以下の操作をします。

１．環境設定（→P.C-82、P.--「（用紙）在庫関係の設定」）で用紙在庫用管理用紙マスターのコード桁数を決定

し、在庫単価の評価方法を設定します。

２．必要な在庫用紙を用紙在庫用管理用紙マスターに登録します。

３．稼動前月末時点の在庫棚卸数や在庫金額を調べます。

４．貴社を買掛管理外の仕入先として仕入先マスターに登録します。

５．管理用紙コード毎に用紙発注処理及び検収処理をします。発注処理の際、［仕入先］に手順４で登録した貴

社を、［発注日］には稼動前月末日、［発注数］に在庫棚卸数、［発注金額］に在庫金額を入力します。

６．稼動前月末の日付で用紙月次更新処理をします。

PrintSapiens導入時の在庫用紙の繰越方法は？
導入前の在庫用紙の繰越数は以下の方法で設定します。

１．仕入先マスターに買掛管理対象外の仕入先として貴社を登録します。

２．用紙発注処理を起動し、明細に目的の用紙在庫コード、［数量］に繰越数、［発注金額］に評価金額を入力し

ます。

３．［同時検収記録］をクリックします。この際、日付は先月末日の日付（在庫管理を4月から始めるとしたら3

月31日）、仕入先には手順１で登録した貴社を指定します。

上記操作を全繰越用紙に対して行います。この処理により、発注処理で指定した日付で用紙が在庫として倉庫に

入庫された状態になります。

用紙受払表等で在庫数、金額等を確認後、発注処理で指定した日付で月次更新処理をします。これで在庫管理を

する月への繰越数の移行処理は完了します。

用紙の在庫入力はどうするの？
用紙発注時、［在庫管理対象］にチェックを付け処理をします。この発注に対する検収処理をした時点で、自動的

に在庫入力がされます。

受注に伴って発注した用紙を在庫扱いにするには？
受注に伴って発注した用紙を何らかの理由（用紙入荷後の用紙変更や予備のとりすぎで作業後、余ってしまった

等）で在庫扱いにする場合、以下の操作をしてください。手順３が完了した時点で用紙が在庫扱いとなります。

１．仕入先マスターに買掛管理対象外の仕入先として貴社を登録します。

２．用紙発注処理を起動し、［仕入先］に手順１で登録した貴社を、明細に目的の用紙在庫コードを指定します。

３．金額を0円で在庫扱いにする用紙数量を入力後、［同時検収記録］をクリックします。

用紙が得意先支給の場合の処理の仕方は？
得意先に指定数量納入してもらう場合：

１．仕入先マスターに買掛管理対象外の仕入先として用紙支給の得意先名を登録します。

２．手順１で登録した仕入先コードを使用し、用紙発注処理をします。

３．得意先から用紙が納入された時点で手順２で登録した発注伝票に対して検収処理をします。

得意先に代って用紙発注をする（決済は得意先対用紙仕入先の）場合：

１．通常通りの用紙発注処理をします。この時、発注金額を0円にします。

２．手順１で登録した発注伝票に対して検収処理をします。この時も検収金額は0円にします。

得意先指定紙を事前に購入及び請求を完了させ、在庫用紙として管理する場合：

１．自社在庫と区別する為、用紙在庫管理用紙マスターに得意先在庫用の在庫管理用紙を登録します。

２．発注処理をします。［在庫管理対象］にチェックを付け、手順１で登録した在庫管理用紙を指定します。

３．手順２で登録した発注伝票に対して検収処理をします。

用紙在庫関係※
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注文した用紙を仕入先に預けておく場合の処理方法は？
注文した用紙を仕入先に預けておき、必要に応じて納品してもらうという場合、以下の操作をしてください。

１．用紙在庫用倉庫マスターに仕入先を登録します。

２．用紙発注時、［用紙倉庫］で仕入先を指定します。

３．通常通り検収処理します。この時点では買掛金は発生しますが、原価に影響することはありません。

４．用紙使用時、用紙出庫・返却入力をします。これにより用紙費が原価計上される他、在庫数も変更されます。

在庫用紙の形態を変更するにはどうするの？
形態を全紙から半裁に変更する場合、以下の操作をしてください。

１．用紙出庫・返却入力で用紙の出庫処理をします。

２．引き続き、［出庫紙の返却］にチェックを付け、［返却形態］と［倉庫に戻す数量］を指定し、記録します。

PrintSapiensでは数量がkg単位の用紙受払表も対応していますか？
いえ、対応していません。PrintSapiensでの管理単位は以下の通りです。

・枚葉紙→枚

・巻取（キロ・枚単価）  →枚または、本

・巻取（メートル・平米単価）  →ｍまたは、本

・封筒  →枚または、箱

用紙の減耗（損耗）処理はどうするの？
用紙の棚卸処理（→P.9-13、P.--「用紙棚卸入力・表」）をします。ここで生じた実数とデータ上の数量の差は調

整数となり、自動的にその分の調整伝票が発行され、出庫処理と同じ扱いになります。

また、棚卸処理後の減耗分は用紙入出庫一覧表（→P.9-11、P.--「用紙入出庫一覧表」）で簡単に確認できます。

［伝票区分］で「調整伝票」のみにチェックを付け、［入出庫日時］に棚卸実施日を入力した状態で検索します。

巻取用紙の端数巻が残った場合の管理方法は？
下記操作をすると、全残数、全く手を付けずに残っている枚数（本数）と端数として残っている枚数が用紙在庫

一覧表で参照できます。

１．断裁形式マスターで［断裁名］を「巻取端数」、［断裁数］を「断裁無」として断裁形式を新規登録します。

２．用紙在庫用管理用紙マスターで［形態］を「枚葉」、［管理分類］を手順１で登録した断裁形式で管理対象の

用紙を登録します。

BF用紙（巻取・メートル単価紙）の登録・管理方法は？
通常の枚葉・巻取の操作とほぼ同手順です。

前準備

１．環境設定（→P.C-82、P.--「（用紙）在庫関係の設定」）で在庫評価方法を設定します。

Ａ．最終単価法：手書管理元帳の一般方法。

Ｂ．月次総平均法：コンピュータで管理される場合の一般方法。事前に税務署への届け出が必要です。

Ｃ．移動平均法：コンピュータの負荷が増えますが、ＡやＢと変らない入力でより正確に簡単に管理する

方法。事前に税務署への届け出が必要です。

２．環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の部門割り当て」）でフォーム用紙の工程を作成します（機能で「フォー

ム用紙」を割り当てます）。

３．みつもさぴえんす用紙マスターを整備します。

４．用紙在庫用管理用紙マスターを整備します。

・ ［用紙コード］で管理対象とするBF用紙を、［形態］に「巻取」、［管理形態］に「m」を指定して登録します。

運用手順

日常処理

１．用紙発注処理（在庫紙発注）

・ 発注時、［在庫管理対象］にチェックを付け、前準備４で登録したBF用紙を指定します。［発注枚数・ｍ］

に発注メートル数を入力します。
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２．用紙検収処理（用紙入荷）

・ 手順１の発注処理に対する検収処理をします。これにより発注数が在庫数に加算されます。

３．用紙出庫処理（用紙出庫）

・ ［用紙管理コード］に前準備４で登録したBF用紙を指定し、［出庫数量］にメートル単位の出庫数量を

入力して出庫処理をします。

随時処理

４．棚卸し（通常は会社締日処理）

５．月次更新（月次総平均法の場合は必須処理）

６．用紙受払明細表・用紙受払一覧表（経理用帳票）

用紙の在庫金額を調整するには？
在庫評価単価の算出方法により、調整方法が異なります。

在庫評価単価の算出法が「移動平均法」「最終単価法」の場合、調整金額を使った用紙発注、検収処理により、金

額を調整することができますが、「月次総平均法」の場合、締め毎の入庫単価の平均値が評価単価となるため、調

整金額で発注・検収処理をしても、希望通りの在庫金額にすることができません。

12/31 繰越                             60枚 @15    900

1/ 5 入庫     40枚    @20     800    100枚 @17  1,700

1/10 出庫     20枚    @17     340     80枚 @17  1,360

1/31 締処理                           80枚 @17  1,360

1/31時点で  100枚 @16＝1,600  としなければならない場合、発注、検収処理で調整を行うには、まず、発注

枚数20枚とし、月次平均単価が16円となるような発注金額ｘ円を算出しなければなりません。

計算式にすると次のようになります。「繰越金額＋入荷総金額／繰越枚数＋入荷総枚数＝16」

これにサンプルに則った数値を当てはめると「900＋800＋ｘ／60＋40＋20＝16」という式になり、ｘ、つまり発

注金額を220円にすれば、希望通りの在庫金額になります。

しかし、この方法は面倒な上、発注金額に小数点が付いた場合、希望通りの在庫金額にすることが大変困難です

ので、下記の方法をお勧めします。

在庫評価単価の算出方法を「移動平均法」「最終単価法」にしている場合：

在庫金額の調整は用紙発注入力でします。

１．仕入先マスターに貴社を登録します。

２．用紙発注処理を起動し、仕入先に貴社コードを入力します。

３．［在庫管理対象］もチェックを付け、対象となる在庫用紙管理番号を入力後、［発注数量］に0、［発注金額］

に調整金額を入力します。

４．［同時検収記録］をクリックします。

在庫評価単価の算出方法を「月次総平均法」にしている場合：

在庫数を0の状態で月次更新後、用紙発注入力をします。

１．仕入先マスターに貴社を登録します。

２．環境設定（→P.C-82「（用紙）在庫関係の設定」の［その他］）の［（月次）更新時に在庫数の0の場合の残高処

理］で「処理なし」以外を選択します。

３．用紙出庫・返却処理で対象の用紙の在庫数が0になるよう、出庫処理をします。

４．用紙月次更新処理をします。

５．用紙発注処理を起動し、仕入先に貴社コードを入力します。

６．［在庫管理対象］もチェックを付け、対象となる在庫用紙管理番号を入力後、［発注数量］に元の在庫数、

［発注金額］に希望の在庫金額を入力します。

７．［同時検収記録］をクリックします。

用紙在庫数が0なのに実金額が存在するのは？
出庫金額の四捨五入処理等により、入庫金額と出庫金額に差が発生した場合に起こる現象です。また、実金額が

マイナスになるのは上記の理由により、出庫金額が入庫金額を上回った時に起こります。

この現象を解消するには、（→P.38「用紙の在庫金額を調整するには？」）と同じ操作をするか、環境設定で在庫

数0の物件に関して用紙月次更新時に自動的に金額調整をする設定（→P.C-82、P.--「（用紙）在庫関係の設定」

の［その他］の［（月次）更新時に在庫数0の場合の残高処理］で「処理なし」以外を選択）にしておく、2通りの

方法があります。
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資材在庫管理を始める為にどんな準備をしたらいいの？
以下の操作をしてください。

１．仕入商品マスターのコード形式を数値、文字列のいずれかに決定し、環境設定（→P.C-105、P.C-77「仕入

商品マスター設定」）で設定します。

２．在庫単価の評価方法を決定し、環境設定（→P.C-87、P.--「（資材）在庫関係の設定」）で設定します。

３．必要な仕入商品を仕入商品マスターに登録します。

４．稼動前月末時点の在庫棚卸数や在庫単価金額、在庫金額を調べます。

５．貴社を買掛管理外の仕入先として仕入先マスターに登録します。

６．仕入商品コード毎に資材発注処理及び検収処理をします。発注処理の際、［仕入先］に手順５で登録した貴

社を、［発注日］には稼動前月末日、［発注数］に在庫棚卸数、［発注単価］或いは［発注金額］に在庫単価金

額や在庫金額を入力します。

７．稼動前月末の日付で資材月次更新処理をします。

資材の在庫金額を調整するには？
在庫の数量でなく金額を調整する場合は、資材入出庫入力でします。

１．資材入出庫入力を起動し、［商品コード］に対象の商品コードを入力します。

２．［処理区分］で「調整（金額調整）」を選択します。

３．［処理日付］と［調整金額］（現在在庫金額と希望の在庫金額の差額）を入力し、［記録］します。

在庫数が0なのに在庫金額が存在する場合は？
出庫金額の四捨五入処理等により、入庫金額と出庫金額に差が発生した場合に起こる現象です。また、実金額が

マイナスになるのは上記の理由により、出庫金額が入庫金額を上回った時に起こります。

この現象を解消するには、（→P.39「資材の在庫金額を調整するには？」）と同じ操作をするか、環境設定で在庫

数0の物件に関して資材月次更新時に自動的に金額調整をする設定（→P.C-87、P.--「（資材）在庫関係の設定」

の［その他］の［（月次）更新時に在庫数0の場合の残処理］で「処理なし」以外を選択）にしておく、2通りの方

法があります。

資材在庫関係※
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印刷予定表や製本予定表で入力した予定日付が自動的に変更されてしまうのは？

※
下版処理前の受注入力の作業予定入力画面で印刷や製本の開始日付を変更すると、環境設定（→P.C-26、P.C-20

「受注設定3」）により、印刷予定表や製本予定表の予定日付が自動的に変更される場合があります。

実績入力から登録した情報を作業日報入力から修正できませんか？※
残念ですができません。実績入力で作業日報入力の全情報項目を処理できるのに対し、実績入力のデータは情報

項目が多く、作業日報入力で全てを処理できないためです。

実績入力で一定時間経つとカーソル位置が自動的に移動してしまうのは？※
［バーコード利用］にチェックが付いている場合、バーコード入力待ちになる為に特定の位置にカーソルが自動的

に移動します。この状態でバーコードを入力すると、そのデータをプログラム側で自動解析し、所定の位置へそ

のデータをセットしますのでカーソルの位置を特に気にすることなくバーコード入力できますが、キーボード入

力の場合にはカーソルが自動的に移動するたびに所定の位置に移動しなければならなくなります。従って、キー

ボード入力をする場合には［バーコード利用］のチェックを外してください。

必ず完成処理はしなければなりませんか？
完成処理する事をお勧めしています。

完成処理されていない受注が対象となってしまうと、工程進捗等の検索に時間が掛かったり、原価を締める処理

でも正確な金額が集計されない等の問題が出てきてしまいます。

必ず工程着完処理はしなければなりませんか？※
工程管理を厳密にする場合には必須となります。また、仕掛一覧表・製品在庫金額一覧表等の経理帳票の集計に

受注入力の積算金額や積算原価を使用する場合は工程着完処理が必要です。実績・作業日報入力、検収、用紙出

庫処理等の金額（加工高や実質原価）を使用する場合には処理の必要はありません。

日報中間ファイル処理が自動再起動するのは？※
接続情報が失われた時や（メインサーバやデータベースサーバの再起動等）クエリーの失敗がある程度以上繰り

返された場合に、自己で自動終了処理をし、終了直後に再び自己を起動します。プログラムのバグではありませ

ん。データベースを動作させているサーバやそのサーバとの接続をチェックしてください。

工数の積上げを各工程でするには？※
受注工数入力を使用します。このプログラムを使用するには、実績関係の4つのマスター（→P.B-59、P.B-54「実

績関係」）の整備が必要です。工数収集の為の設定方法は（→P.54「工数を収集する設定方法は？」）を参考にし

てください。

実績入力を複数同時でなく、時間差で開始／終了するには？※
実績入力は同一担当者の時間差作業開始／終了に対応しておりません。日報入力をご利用頂くか、重なる部分の

み作業日報入力してください。

日報や実績に表示される作業名を削除するには？※
作業内容マスターの［設定項目］の「作業実績内容項目」のチェックを外します。作業内容別実績表以外の帳票

では過去のデータも参照できます。

進捗情報関係
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出荷指示書の配送元欄に得意先名を印字するには？
本来貴社名が印される場所に他社名を印字するようにすることができます。これは得意先毎に設定が可能ですが、

この場合、貴社名用と印字社名を変更する得意先用の最低2種類のビットマップを作成することが必要です。

得意先用のビットマップを作成した場合、その得意先の受注に対する出荷指示書には必ず得意先用のビットマッ

プが使用されます。それ以外の得意先に対する出荷指示書には貴社用のビットマップが使用されます。

１．環境設定（→P.C-47、P.C-39「出荷指示書の環境設定」）の［出荷指示書設定］タブの［会社欄印刷］にある

［会社情報からの文字社名印字］のチェックをはずし、［社印（社名）のビットマップ印字］を「する」にしま

す。その際、［ファイル名］には何も入力しないでください。

２．貴社名のビットマップを「STA550.BMP」という名称で作成します。

３．配送元欄に印字する得意先名のビットマップを「S550A（得意先コード）.BMP」という名称で作成します。得

意先コードが123、桁数が6桁の場合、ビットマップの名称は「S550A000123.BMP」となります。

４．ビットマップが完成したら全てメインサーバの「psapi」フォルダにコピーします。

出荷指示から出力できる伝票のタイトルを変更するには？
環境設定（→P.C-47、P.C-39「出荷指示書の環境設定」）の［出荷指示書設定］タブの［印刷タイトル］で変更で

きます。

出荷処理・納品完了処理はどのような役割のプログラムですか？※
どちらも出荷指示後（営業）の後処理で、配送課が実際に出荷する処理を「製品出荷処理」、実際に配送完了した

処理を「納品完了処理」と定義しています。これら処理により、PrintSapiens上で出荷完了や納品完了が確認で

きます。また、これらの処理は売り上げ漏れのチェック等にもご活用頂けます。

受注商品ラベルに印字する貴社名を顧客によって変更するには？
下記設定により、ビットマップを作成した得意先の受注に対する受注商品ラベルには変更した社名が、それ以外

の受注に対するラベルには通常通り貴社名が印字されます。

１．貴社名のビットマップを「SHAIN560.bmp」という名称で作成します。

２．受注商品ラベルに印字する社名のビットマップを「S560B（得意先コード）.BMP」という名称で作成します。

得意先コードが123、桁数が6桁の場合、ビットマップの名称は「S560B000123.BMP」となります。

３．ビットマップが完成したら全てメインサーバの「psapi」フォルダにコピーします。

ラベル印刷時

４．「受注商品ラベル」を起動し、「頁設定」タブの「項目設定」で「社印を印字する」にチェックを付けます。

５．新たに「社印設定」というタブが表示されますので、そのタブで「社印ﾌｧｲﾙ名」をブランクにします。

納入一覧表で原価償却率がブランクで表示されるのは？
以下の2つの理由が考えられます。

Ａ．受注入力の納入詳細情報画面で「この納入に対して原価計上を行う」にチェックが付いていない場合。

Ｂ．分納の場合で、既に他の納品情報において原価償却率が100%に達している場合。（例：分納1＝80%、分納2＝

20%、分納３＝ブランク）

製品出荷関係プログラム
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粗利集計一覧表の外注費が実際と食い違っているのは？※
受注入力で商品を分納にし、その分納毎に売上計上している場合、その数量に応じて原価も自動的に按分される

ようになっているために食い違いが発生します。

このような場合、受注入力で分納でも一括計上として予定明細を生成し直すか、売上計上で分納分の売上を0円

として自社計上します。

原価確定の方法は？
受注入力から原価確定をする場合：

受注入力の個別簡易原価入力画面（サポート対象外です。詳しくは弊社サポートセンターにお問い合わせくださ

い。）で［原価未確定］ボタンをクリックします。原価確定され、ボタン表示が［原価確定済］に変わります。

完成処理をする場合：

全数量に対する完成処理（→P.10-44、P.3-22「完成処理」）をします。環境設定（→P.C-99、P.C-71「原価入力

環境設定」）により、完成処理と同時に原価確定されます。

原価と売値（仕切値）を一覧表示するにはどのプログラムを使えばいいの？
各工程毎に一覧表示する場合：

受注一覧表Ⅲ（［受注一覧表オプション］タブで詳しい設定ができます。）

合計を一覧表示する場合：

受注一覧表、受注一覧表Ⅲ、粗利集計一覧表※

個別に詳細参照する場合：※

受注問い合わせ（受注照会）

原価関係
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マスターで表示を「無効」にした登録項目を検索するには？
「グループマスター」「本部マスター」「部マスター」「課マスター」には、登録した項目を検索結果に表示させな

いための「無効」機能が付いてます。

この「無効」の登録項目を検索する場合、マスター検索画面の［有効表示］を使用します。

・ 何も入力しない場合：「有効」「無効」の両方が検索の対象です。

・ 「0」を入力した場合：「無効」が検索の対象です。

・ 「1」を入力した場合：「有効」が検索の対象です。

マスター全般
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会社組織関係のマスターで本部の無い部を設定するには？
PrintSapiensでは会社組織のマスターは本部－部－課の3構成になっていますが、実際に運用する組織図と当て

はまらないことがあります。本部、部、課といった名称を付けていますが、その内容は自由に設定できます。マ

スターの名称にとらわれず、貴社に合った集計や管理方法で自由に登録してください。

使用例１：

本部：事務、営業、工場

部  ：事務＝総務部、経理部

営業＝営業一部、営業二部

課  ：総務部＝総務課、人事課

営業一部＝営業一課、営業二課

使用例２：

本部：本社、XX営業所、○○支社

部  ：本社＝総務部、営業部、工務部

XX営業所＝営業一部、営業二部

課  ：総務部＝総務課、人事課、経理課

営業部＝営業一課、営業二課

使用例３：

本部：総務部、営業部、工務部

部  ：総務部＝総務課、人事課、経理課

営業部＝営業一課、営業二課

課  ：設定しない

社員マスターで所属変更時の処理方法は？
下記操作をすると、マスターにおいて所属変更適用日をもって旧所属が［前回情報］（前回の所属履歴情報）に移

動し、［移動情報］が現在の所属として自動的に書き換えられます。

１．社員マスターを起動し、所属変更の発生する社員を呼び出します。

２．［移動情報］へ新所属先の情報を入力します。

３．［移動入年月日］には所属変更適用予定日を入力します。

４．環境設定（→P.C-112、P.C-84「組織変更 移動情報での各種マスターの更新」）を起動します。

５．［移動日］に所属変更適用日を入力します。

６．［移動情報更新マスター］で「社員マスター」にチェックを付け、［更新開始］をクリックします。

組織を変更するには？
組織構成（コード）はそのままで組織名称だけが変わる場合：

部マスターや課マスター等、関連する組織関連のマスターで名称を変更してください。データベースには組織コ

ードを格納していますので、名称変更だけの場合には、移動情報の入力等の操作も必要ありません。

組織構成が変わる場合：

これまでの組織を変更すると、データを組織ベースで集計する場合、正常に集計できなくなる恐れがあります。

ですのでこれまでの組織は変更せず、新しいコードを取得して新規組織を登録してください。

組織データを社員に適用するには２つの方法があります。１つは社員マスターの［所属会社-営業所］［所属本部-

部-課］に新しい所属を入力する方法です。この場合、登録した時点から新しい所属が使用されます。２つ目は

［移動情報］を使用する方法です。手順等は実例集（→P.44「社員マスターで所属変更の処理方法は？」）を参照

してください。

会社関係マスター
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得意先集金方法の詳しい設定方法は？
下記の見本を参照してください。

全金額振り込みの場合：

30万円以下は全額振込、30万円以上は全額手形

（サイト60日）の場合：

30万円以上の時、30万までは振込、残りは手形

（サイト60日）なおかつ100万円以上の時、金額の

10％は振込で、残りは手形の場合：

都度請求や諸口設定にしている得意先の締日等の設定は？
会社によりいろいろ規定があるのでこの方法が正解という訳ではありませんが、PrintSapiensを導入頂いたお客

様の多くが「月末締め、翌月月末振込」の設定を使用されていますので、特に貴社の入金管理に問題が生じない

限り、この方法を推奨しております。

マスターで名称変更してもその変更が反映されないプログラムがあるのは？
正式名称ではなく略称を使用しているプログラムがいくつかあります。マスターの略称を確認してください。

営業担当者変更時の処理方法は？
下記操作をすると、変更適用日をもって新担当者が［営業担当者］に自動的に書き換えられます。

１．得意先マスターを起動し、営業担当者変更の発生する得意先を呼び出します。

２．［移動担当者］へ新営業担当者コードを入力します。

３．［移動日］には変更適用予定日を入力します。

４．環境設定（→P.C-112、P.C-84「組織変更 移動情報での各種マスターの更新」）を起動します。

５．［移動日］に変更適用日を入力します。

６．［移動情報更新マスター］で「得意先マスター」にチェックを付け、［更新開始］をクリックします。

納品先情報をExcel展開する方法は？
下記操作をすると、1納品先＝1行として各データがセルに分割されて貼り付けられます。

１．［納品先（登録・参照）］（或いは受注入力の納入詳細情報画面で［得意先］を指定後、［納入先登録］）をク

リックします。

２．表示された納入先登録画面で［全納品先データをクリップボードへ張り付け］をクリックします。

３．Excelを起動し、貼り付けます。

得意先データをPrintSapiensの得意先マスターに変換するには？
あらかじめテキストファイルとしてご用意頂いた得意先データを、PrintSapiensの得意先マスターのデータベー

ステーブルに登録できます。ただし基本的な項目のみで全データ項目を受け入れることはできませんので、登録

後必要に応じて得意先毎に詳細情報を設定してください。

下記操作をすると、現在登録されている得意先マスターのデータは全て破棄されますので、ご注意ください。

１．以下の条件に基づき、カンマ区切り或いはタブ区切りのテキストデータを用意します。

№ 項目名 桁数 説明

1 得意先コード 6 半角英数。システムの初期導入時は6桁。8桁まで拡張可

2 フリガナ 30 半角カタカナ

3 得意先名１ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

得意先マスター
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4 得意先名２ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

5 得意先略称 30 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

6 郵便番号 10 －（ハイフン）付きで設定

7 住所１ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

8 住所２ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

9 TEL 20 －（ハイフン）付きで設定

10 FAX 20 －（ハイフン）付きで設定

11 担当者コード 6 半角英数。6桁の数字（予め担当者マスターで登録します。）

12 締日 2 半角英数。1～31

13 集金月 1 半角英数。0=当月、1=翌月、2=翌々月、3=3ヶ月後、4、5、…

14 集金日 2 半角英数。1～31（30=月末）

15 入金方法 1 半角英数。1=現金、2=振込、3=手形

16 手形サイト 3 半角英数。日数

17 集金方法 1 半角英数。0=集金、1=振込

18 請求方法 1 半角英数。0=一括請求、1=都度請

19 請求書区分 1 半角英数。0=請求明細書、1=合計請求書、2=請求書ナシ

20 税計算区分 1 半角英数。1=明細毎、2=伝票毎、3=〆毎

21 税計算端数 1 半角英数。1=切捨て、2=四捨五入、3=切上げ

※アンダーラインの項目は必須項目です。

２．お使いの端末のプログラム用フォルダ（「psapi」フォルダ）の中にある「CNV060_SN1.EXE」を起動します。

３．［データファイル］で手順１で作成したテキストデータを選択します。

［データファイル］をクリックすると、Windowsのオープンファイル画面が表示され、パスを入力すること

なく、素早く目的のファイルを指定できます。

４．［データ形式］で手順１で作成したテキストファイルの形式を選択します。

［1件目を読み飛ばす］にチェックを付けると、テキストファイルの一行目をスキップし、2行目からデータ

変換をします。1行目を項目タイトルとしてご使用の場合にチェックを付けてください。

５．［データファイル読み込み］をクリックします。

手順４で指定したテキストファイルに入力されている得意先データが表示されます。

６．［コンバート開始］をクリックします。

既存マスターデータ破棄のメッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。データ変換を開始

します。

７．データ変換が完了したら、［終了］をクリックします。
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1ヶ月分の検収額に対して一律5％という値引率で支払入力をする場合に便利な設

定は？
支払個別処理（STA960）、支払まとめ処理（STA950）に関わらずマスターに登録しておくと便利です。マスター

（→P.B-23、P.B-22「仕入先マスター」）で下図のような設定をします。

仕入担当者変更時の処理方法は？
下記操作をすると、変更適用日をもって新担当者が［担当者］に自動的に書き換えられます。

１．仕入先マスターを起動し、仕入担当者変更の発生する仕入先を呼び出します。

２．［移動担当者］へ新仕入担当者コードを入力します。

３．［移動日］には変更適用予定日を入力します。

４．環境設定（→P.C-112、P.C-84「組織変更 移動情報での各種マスターの更新」）を起動します。

５．［移動日］に変更適用日を入力します。

６．［移動情報更新マスター］で「仕入外注先マスター」にチェックを付け、［更新開始］をクリックします。

仕入先データをPrintSapiensの仕入先マスターに変換するには？
あらかじめテキストファイルとしてご用意頂いた仕入先データを、PrintSapiensの仕入先マスターのデータベー

ステーブルに登録できます。ただし基本的な項目のみで全データ項目を受け入れることはできませんので、登録

後必要に応じて仕入先毎に詳細情報を設定してください。

下記操作をすると、現在登録されている仕入先マスターのデータは全て破棄されますので、ご注意ください。

１．以下の条件に基づき、カンマ区切り或いはタブ区切りのテキストデータを用意します。

№ 項目名 桁数 説明

1 仕入先コード 6 半角英数。システムの初期導入時は6桁。8桁まで拡張可

2 フリガナ 30 半角カタカナ

3 仕入先名１ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

（32バイト以上の場合で仕入先名２がない場合、超える分を仕入先名２に

作成可能）

4 仕入先名２ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

5 仕入先略称 42 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

6 郵便番号 10 －（ハイフン）付きで設定

7 住所１ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

（32バイト以上の場合で住所２がない場合、超える分を住所２に作成可能）

8 住所２ 32 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

9 TEL 20 －（ハイフン）付きで設定

10 FAX 20 －（ハイフン）付きで設定

11 担当者コード 6 半角英数。6桁の数字（予め担当者マスターで登録します。）

12 約定区分 1 半角英数。1=仕入先の約定に従う

13 課税方法 1 半角英数。1=外税、2=内税、3=非課税

14 税計算端数 1 半角英数。1=切捨て、2=四捨五入、3=切上げ

15 金額計算端数 1 半角英数。1=切捨て、2=四捨五入、3=切上げ

16 源泉徴収 1 半角英数。1=する

17 *締日 2 半角英数。1～31

18 *支払月 1 半角英数。0=当月、1=翌月、2=翌々月、3=3ヶ月後、4、5、…

19 *支払日 2 半角英数。1～31（月末は30）

20 *支払区分 1 半角英数。1=現金、2=振込、3=手形

仕入先マスター
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21 *手形サイト 3 半角英数。日数

22 *支払方法１ 1 半角英数。0=集金、1=振込

23 *支払方法２ 1 0=一括支払、1=都度支払

24 *銀行コード 4 半角英数。全銀コード（4桁）（予め銀行マスターで登録します。）

25 *支店コード 3 半角英数。全銀コード（3桁）（予め支店マスターで登録します。）

26 *口座種別 1 半角英数。1=普通、2=当座、3=大口（予め種別マスターで登録します。）

27 *口座番号 12 半角数字

28 *口座名義人カナ 40 半角カタカナ

29 *口座名義人漢字 60 ’（半角リテラル文字）を除く全半角文字

※アンダーラインの項目は必須項目です。

*＝No.12「約定区分」の値が「1」の場合に必須となります。

２．お使いの端末のプログラム用フォルダ（「psapi」フォルダ）の中にある「CNV110_SN1.EXE」を起動します。

３．［データファイル］で手順１で作成したテキストデータを選択します。

［データファイル］をクリックすると、Windowsのオープンファイル画面が表示され、パスを入力すること

なく、素早く目的のファイルを指定できます。

４．［データ形式］で手順１で作成したテキストファイルの形式を選択します。

［1件目を読み飛ばす］にチェックを付けると、テキストファイルの一行目をスキップし、2行目からデータ

変換をします。1行目を項目タイトルとしてご使用の場合にチェックを付けてください。

５．［データファイル読み込み］をクリックします。

手順４で指定したテキストファイルに入力されている仕入先データが表示されます。

６．［コンバート開始］をクリックします。

既存マスターデータ破棄のメッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。データ変換を開始

します。

７．データ変換が完了したら、［終了］をクリックします。
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銀行関係マスターで金融機関の統廃合や改名等の場合、プログラムで対応してくれ

るの？
銀行マスターや支店マスターは登録に手間が掛かる為、弊社にあるデータ（平成15年4月版）をご提供させて頂い

ておりますが、銀行関係マスターのメンテナンスに関するプログラム開発は予定がありませんので、変更があっ

た場合には貴社にて追加・修正をお願い致します。なお、弊社がデータを入手した時点で既に統廃合されている

金融機関がありますので、導入時にご確認くださいますようお願い申し上げます。

経理関係マスター
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受注仕様の設定方法サンプル
受注仕様項目は貴社の業務に合わせていろいろな仕様を入力できるように提供されているモジュールです。以下

はあくまでもサンプルですので、設計時の参考としてお使いください。

＜受注入力「受注仕様画面」＞ ＜作業指示書印字イメージ＞

上記の受注仕様を作成するには、以下の操作をします。

１．受注仕様項目マスターでこのサンプルの受注仕様に必要な詳細項目を登録します。

ａ．項目名「綴じ方法」を選択チェック型で登録します。

ａ－１． ［印字方法］は「対象反転印字方法」を選択します。

ａ－２． 詳細項目として「中綴じ」「平綴じ」「糸がかり」「アジロ」「その他」の5つを入力します。

ｂ．項目名「綴じ方法（その他）」（綴じ方法が「その他」を選択した際に、任意の文字列を（）内に入力する

欄を表示させる為の項目）を文字・数値・日付入力型で登録します。

ｂ－１． 文字列を入力する欄を「（   ）」という形式で表させるので、［項目名］に「（」、隣のコンボボッ

クスでは「文字」を選択します。

ｂ－２． その隣のコンボボックスでは入力文字モードとして「全角」を選択し、［最大文字数］を「10」と

します。

ｂ－３． ［単位等］には入力欄の最後を閉じる「）」を入力します。

ｃ．項目名「綴じ」を選択チェック型で登録します。

ｃ－１． ［印字方法］は「対象反転印字方法」を選択します。

ｃ－２． 詳細項目として「左」「右」「天」「地」４つを入力します。

ｄ．項目名「ラベル」を選択コンボ型で登録します。

ｄ－１． ［印字方法］は「対象選択印字方法」を選択します。

ｄ－２． 詳細項目として「なし」「有り」を入力します。

ｅ．項目名「ラベル種類」（ラベルで「有り」を選択した際に、ラベル種類の選択ができる欄を表示させる為

の項目）を選択チェック型で登録します。

ｅ－１． ［印字方法］は「対象反転印字方法」を選択します。

ｅ－２． 詳細項目として「当社ラベル」「先方指定ラベル」の2つを入力します。

ｆ．項目名「配送方法」を選択チェック型で登録します。

ｆ－１． ［印字方法］は「対象反転印字方法」を選択します。

ｆ－２． 詳細項目として「営業配送」「当社便」「宅急便」の3つを入力します。

ｇ．項目名「配送  当社便」（配送で「当社便」を選択した際に、配送者マスターから自社配送便名の選択が

できる欄を表示させる為の項目）をマスター参照（選択コンボ）型で登録します。

ｇ－１． ［参照マスター］は「配送業者」を選択します。

ｇ－２． ［コード部名称］は「コード」、［コード部桁数］は「3」、［コード部タイプ］は「数値」を選択し

ます。

ｇ－３． ［データ部名称］は「社内便名」、データ部桁数は「64」とします。

ｈ．項目名「配送  宅急便」（配送で「宅急便」を選択した際に、業者名の選択或いは入力ができる欄を表示

させる為の項目）をコンボ文字入力型で登録します。

ｈ－１． ［印字方法］は「対象選択印字方法」を選択します。

ｈ－２． 詳細項目として「ヤマト」「佐川」の2つを入力します。

ｉ．項目名「納品形態」を文字・数値、日付入力型で登録します。

ｉ－１． 納品形式の入力欄を「(数値入力)［文字入力］× 数値入力  個」の形式で表示させるので、最

初の行の［項目名］に「（」、隣のコンボボックスでは「数値」を選択します。

ｉ－２． その隣のコンボボックスでは小数点モードとして「小数不可」を選択します。

ｉ－３． 次の行の［項目名］に「［」、隣のコンボボックスでは「文字」を選択します。

受注仕様マスター関係
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ｉ－４． その隣のコンボボックスでは入力文字モードとして「全角」を選択し、［最大文字数］を「6」と

します。

ｉ－５． ［単位等］に「］」を入力します。

ｉ－６． ３行目の［項目名］に「×」、隣のコンボボックスでは「数値」を選択します。

ｉ－７． その隣のコンボボックスでは小数点モードとして「小数不可」を選択します。

ｉ－８． ［単位等］には「個」を入力します。

２．受注仕様マスターで手順１で登録した項目を組み合わせて受注仕様を設計します。

ａ．［受注仕様名］に「サンプル仕様」と入力します。

ｂ．一番左のタブの［主仕様項目コード］に手順１－ａで登録した「綴じ方法」を指定します。［項目選択時

の補助項目設定］に詳細項目が表示されます。

ｂ－１． 詳細項目「その他」の補助項目として手順１－ｂで登録した「綴じ方法（その他）」を指定します。

ｃ．2番目のタブの［主仕様項目コード］に手順１－ｃで登録した「綴じ」を指定します。

ｄ．3番目のタブの［主仕様項目コード］に手順１－ｄで登録した「ラベル」を指定します。

ｄ－１． 詳細項目「有り」の補助項目として手順１－ｅで登録した「ラベル種類」を指定します。

ｅ．4番目のタブの［主仕様項目コード］に手順１－ｆで登録した「配送方法」を指定します。

ｅ－１． 詳細項目「当社便」の補助項目として手順１－ｇで登録した「配送  当社便」を指定します。

ｅ－２． 同じく詳細項目「宅急便」の補助項目として手順１－ｈで登録した「配送  宅急便」を指定しま

す。

ｆ．5番目のタブの［主仕様項目コード］に手順１－ｉで登録した「納品形態」を指定します。

ｇ．記録後、［NEW 汎用作業指示書印刷レイアウト編集］を

クリックします。右図のように作業指示書の印字レイ

アウトを整理します。

３．環境設定（→P.C-33、P.C-26「受注種別毎の仕様入力の設定」）

で受注種別毎に手順２で設計した受注仕様を選択します。

４．環境設定（→P.C-34、P.C-27「汎用作業指示書設計」）で手

順２で設計した受注仕様の部品（受注仕様マスター画面の

［汎用作業指示書フォームNo.］が部品番号です）を使用し

て汎用作業指示書を設計します。

PrintSapiensの各種マスター以外の任意の選択肢を受注仕様で使用するには？
前項の「当社便」（→P.50「受注仕様の設定方法サンプル」の手順１－ｇ）の設定のように任意の選択肢を入力し、

コンボ形式に表示させる方法が一番簡単です。この場合、32個の選択肢が入力できます。

しかし、32以上の選択肢が必要であったり、他項目でもその選択肢を使用する場合、受注仕様汎用マスターが便

利です。以下の操作をしてください。

１．環境設定（→P.C-17、P.C-12「受注設定1」）の［設定6］タブの［受注仕様汎用マスター タイトル設定］で受注

仕様汎用マスターで使用する区分名を登録します。区分名を登録しないと、受注仕様汎用マスターは使用でき

ません。

２．受注仕様汎用マスターで選択肢を登録します。

ａ．手順１で登録した区分名を左上のコンボボックスで選択します。

ｂ．必要な選択肢をすべて登録します。

３．受注仕様項目マスターで仕様項目を登録します。

ａ．［項目型］では「マスター参照（入力）型」か「マスター参照（選択コンボ）型」を選択します。

ｂ．［参照マスター］で手順１で入力した区分名を指定します。

４．受注仕様マスターで手順２で登録した項目を使用して受注仕様を設計します。

ａ．［受注仕様名］を入力します。

ｂ．一番左のタブの［主仕様項目コード］に手順３で登録した仕様項目を指定します。

これ以降の操作は前項（→P.50「受注仕様の設定方法サンプル」の手順２－ｇ以降）を参照してください。
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用紙在庫用管理用紙マスターとみつもさぴえんすの用紙マスターは一緒にはなりませ

んか？※
みつもさぴえんすの用紙マスターは積算を目的とするもので、実際の在庫用管理マスターには向きません。また、

みつもさぴえんすの用紙マスターは用紙の銘柄、判型、色、連量の組み合わせで登録されているため、このマス

ターで在庫管理をすると、数万通りにもなる組み合わせを管理しなければならなくなる為、実運用面から考えて

も同一のマスターにまとめてしまうことはできません。

在庫用管理マスターでは在庫の評価単価として「月次平均法」「移動平均法」「最終単価法」の3種類を選択するこ

とができる他、断裁判型毎の管理もできます。まずは､経理上で用紙在庫資産として計上されている用紙を在庫

用管理マスターに登録する事から始めてみましょう。通常の印刷会社では在庫管理用紙として登録するのは10数

～200種類程度ですので、登録にはそれほど時間はかかりません。

在庫関係マスター
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加工高を数量×単価で収集する設定方法は？
作業者の加工高（営業への仕切金額）を内容で換算できない等、現場が単価及び数量を手入力により金額を算出

する場合に以下の設定方法を使用します。

収集設定マスターでの設定に2方法ありますが、計算される結果（金額）はどちらも同じです。

共通操作１：

１．工程別収集項目マスターで項目名「数量」を数字扱いで登録します。単位名には「版」を使用します。

２．同じく工程別収集項目マスターで項目名「単価」を数字扱いで登録します。単位名には「円」を使用します。

※次の手順に進む前に、あらかじめ加工高収集先マスターの登録をしてください。

設定方法１：

３．収集設定マスターで「加工高（標準原価）の収集」を選択します。

４．［単価に対しての演算子］に「乗算（×）」、［数量項目1］に手順１で登録した「数量」を設定します。

５．［項目2の演算子］に「乗算（×）」、［数量項目2］に手順２で登録した「単価」を設定します。

６．［標準原単価］に「1」を入力し、記録します。

設定方法２：

３．収集設定マスターで「加工高（標準原価）の収集」を選択します。

４．［標準単価項目1］に手順２で登録した「単価」を、［数量項目1］に手順１で登録した「数量」を設定します。

５．［単価設定］クリックし、［単価］［標準単価］の２行目に「100,000,000」と入力、［計算方式］で「按分単価

（通し単価等）」を選択し、［戻る］をクリックします。

６．記録します。

共通操作２：

７．作業内容マスターで［収集コード］に手順３～６で作成した収集設定コードを設定し、記録します。

単価 500円、数量 100版の作業をした場合、設定方法１、２ともに結果は50,000円になります。

それぞれの計算方法は以下の通りです。

設定方法１：単価項目（1）×数量項目（100×500＝50,000）＝50,000

設定方法２：単価（［按分単価］500）×数量項目（100）＝50,000

加工高を面積で収集する設定方法は？
下記設定をすると、縦×横が6,000平方mm迄は1,500円の固定、縦×横が6,000平方mmを超える時は0.25円×縦×

横で加工高が計算されます。

１．工程別収集項目マスターで項目名「縦」を数字扱いで登録します。単位名には「mm」を使用します。

２．同じく工程別収集項目マスターで項目名「横」を数字扱いで登録します。単位名には「mm」を使用します。

※次の手順に進む前に、あらかじめ加工高収集先マスターの登録をしてください。

３．収集設定マスターで「加工高（標準原価）の収集」を選択します。

４．［標準単価項目1］に手順１で登録した「縦」を設定します。

５．［標準単価項目2］に手順２で登録した「横」を設定します。

６．［項目1と項目2の特別演算子］で「乗算（×）」を選択します。

７．［単価設定］クリックし、面積毎の標準単価を入力し［戻る］をクリックします。ここでは6,000平方mm迄を

0.25円で計算方式を「数値切上（台単価等）」、100,000,000平方mm迄を0.25円で計算方式を「計算無し」とし

て登録します。

８．［数量項目1］に手順１で登録した「縦」を選択し、［単価に対しての演算子］に「乗算（×）」を選択します。

９．［数量項目2］に手順２で登録した「横」を選択後、［項目2の演算子］に「乗算（×）」を選択し、記録します。

10．作業内容マスターで［収集コード］に手順３～９で作成した収集設定コードを設定し、記録します。

実績マスター関係
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加工高を手入力する設定方法は？
作業者の加工高（営業への仕切金額）を内容で換算できない等、現場が単価及び数量を手入力することで金額を

算出する場合に以下の設定方法を使用します。

１．工程別収集項目マスターで項目名「加工高」を数字扱いで登録します。単位名には「円」を使用します。

※次の手順に進む前に、あらかじめ加工高収集先マスターの登録をしてください。

２．収集設定マスターで「加工高（標準原価）の収集」を選択します。

３．［単価に対しての演算子1］で「乗算（×）」を選択します。

４．［数量項目1］に手順１で登録した「加工高」を設定します。

５．［標準原単価］に「1」を入力し、記録します。

６．作業内容マスターで［収集コード］に手順２～５で作成した収集設定コードを設定し、記録します。

手順６で登録した作業を日報入力或いは実績入力した場合、加工高は開始・終了時間には関係なく、手入力した

値が適用されます。開始・終了時間は、担当者マスターや工場マスターの時間当たりの単価設定に従って、実質

原価の算出に使用されます。

原価を時間×単価で収集する設定方法は？
時給形式で原価を収集する場合、以下の設定方法を使用します。

１．工程別収集項目マスターで項目名「時間」を数字扱いで登録します。単位名には「時間」を使用し、［時間特

別セット指定］では「作業時間（時）をセット」を選択します。

２．収集設定マスターで「実質原価の収集（材料費、償却費）」を選択します。

３．計算方法は「数量×単価」を選択します。

４．［単価に対しての演算子1］で「乗算（×）」を選択します。

５．［数量項目1］に手順１で登録した「時間」を設定します。

６．［実質原価単価］に時間単価を入力し、記録します。

７．作業内容マスターで［収集コード］に手順２～５で作成した収集設定コードを設定し、記録します。

手順７で登録した作業を日報入力或いは実績入力した場合、日報出力の「材料費償却費」に時間×単価の値が集

計されます。

工数を収集する設定方法は？
印刷工程を例に、以下の4つの工数を収集すると仮定してご説明します。設定した内容は受注工数入力で正しく

登録されているか確認することができます。

・ 印刷通し時間：印刷機の速度と通し数によって計算されるものとします。

・ 紙積時間：通し数によって1,000通し当たり2分で計算されるものとします。

・ セットアップ（版替等）：表版数＋裏版数によって計算されるものとします。

また、算出された工数に基本として5分加えるものとします。

・ 基本時間（作業指示書を確認する時間等）：1作業10分とします。

１．工程別収集項目マスターで上記の項目を割り出す為に必要な項目を登録します。

ａ．項目名「印刷機械」を文字扱いで登録します。［文字扱い設定］には印刷号機名（「１号機」「２号機」…）

を入力します。

ｂ．項目名「表色数」を数字扱いで登録します。単位名には「色」を使用し、［その他項目自動数値セット］

で「【受注明細】色数（特色含）（表）」を選択します。

ｃ．項目名「裏色数」を数字扱いで登録します。単位名には「色」を使用し、［その他項目自動数値セット］

で「【受注明細】色数（特色含）（裏）」を選択します。

ｄ．項目名「通数」を数字扱いで登録します。単位名には「通し」を使用し、［その他項目自動数値セット］

で「【受注明細】実通数」を選択します。

ｅ．項目名「損紙枚数」を数字扱いで登録します。単位名には「枚」を使用し、［その他項目自動数値セット］

で「【受注明細】印刷予備枚数」を選択します。

２．収集設定マスターでそれぞれの工数の収集設定を登録します。

ａ．「印刷時間」を登録します。

ａ－１． 「工数の収集＆工数の計算＆同時作業の作業時間按分」を選択します。
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ａ－２． ［工数項目1］に手順１－ａで登録した「印刷機械」を指定します。

ａ－３． ［単価に対しての演算子］で「乗算（×）」を選択し、［数量項目1］に手順１－ｄで登録した「通

数」を指定します。

ａ－４． ［項目2の演算子］で「加算（＋）」を選択し、［数量項目2］に手順１－ｅで登録した「損紙枚数」

を指定します。

ａ－５． ［工数設定］をクリックし、印刷号毎に1通し当たりの時間（分）を入力します。

下記はこの場合の工数の計算方法です。

１号機（9,000回転／時）：60/9,000≒0.0067

２号機（10,000回転／時）：60/10,000＝0.006

３号機（8,000回転／時）：60/8,000＝0.0075

ｂ．「紙積時間」を登録します。

ｂ－１． 「工数の収集＆工数の計算＆同時作業の作業時間按分」を選択します。

ｂ－２． ［工数項目1］に手順１－ａで登録した「印刷機械」、［工数項目2］に手順１－ｄで登録した「通

数」をそれぞれ指定します。

ｂ－３． ［単価に対しての演算子］で「乗算（×）」を選択し、［数量項目1］に手順１－ｄで登録した「通

数」を指定します。

ｂ－４． ［工数設定］をクリックし、印刷号毎に紙積時間を入力します。この場合1,000通し当たり2分

なので「0.002」と入力します。（自動紙積ができる機械に関しては0となります。）

ｃ．「セットアップ」を登録します。

ｃ－１． 「工数の収集＆工数の計算＆同時作業の作業時間按分」を選択します。

ｃ－２． ［工数項目1］に手順１－ｂで登録した「表色数」、［工数項目2］に手順１－ｃで登録した「裏色

数」をそれぞれ指定します。

ｃ－３． ［項目1と項目2の特別演算子］で「無（分離）」を選択します。

ｃ－４． ［固定加算値（基本料等）］で算出されたセットアップ工数に基本時間として加える分数「5」を

入力します。

ｃ－５． ［工数設定］をクリックし、色数毎の毎に必要となるセットアップ時間を入力します。（例：表

色1迄＆裏色1迄の時＝2、表色1迄＆裏色99迄の時＝20…等）

ｄ．「基本時間」を登録します。

ｄ－１． 「工数の収集＆工数の計算＆同時作業の作業時間按分」を選択します。

ｄ－２． 1作業に付き10分と決まっているので、［固定加算値（基本料等）］に「10」を入力します。

３．作業内容マスターで「印刷工数」を登録します。

ａ．［工数積算項目］にチェックを付けます。

ｂ．［収集コード］に手順２で登録した4つの収集項目を指定します。

実質原価按分する設定方法は？
実績入力では一度に複数作業をサポートしています。その際、労務費（担当者マスター）／間接費（工場マスタ

ー）の費用を作業毎に按分できます。設定には2方法ありますが、理想的な方法はＢです。収集したデータをさま

ざまな集計に使用できるメリットがあります。しかしその反面、元となる標準工数の決定が大変難しく、設定が

なかなかできない為、実運用に到達するまでには時間がかかってしまいます。ですので、初期段階ではＡをご採

用頂き、貴社の標準工数が大体固まってきた時点でＢへ切り替えて頂く方法が一番スムーズに行くのではないか

と思います。

設定前準備

１．社員マスターの［時間単価設定］で社員一分当たりの労務費を登録します。（ここでは100円／分とします。）

２．工場マスターで工場の間接費を登録します。（ここでは印刷課の間接費を50円／分とします。）

設定Ａ：作業者に仕事の負荷比率を入力させる事により按分する。

３．工程別収集項目マスターで按分比を作業者に入力させる為の項目を作成します。

ａ．項目名「按分比」を数字扱いで登録します。

ｂ．［初期値表示値］を「1」とします。

４．収集設定マスターで工数設定を作成します。（ここでは印刷課の工程を選択します。）

ａ．収集設定名「作業按分比」を［工数の収集＆工数の計算＆同時作業の作業時間按分］で登録します。

ｂ．［単価に対しての演算子］に「乗算（×）」、［数量項目1］に手順３で登録した「按分費」を指定します。

５．作業内容マスターで手順４で作成した「作業按分比」を該当する作業に追加します。
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ａ．工程を選択後、按分する作業を呼び出します。（ここでは印刷課の工程の「印刷」を呼び出します。）

ｂ．［収集設定No.］に手順４で作成した「作業按分比」を指定します。

設定Ｂ：作業の標準工数を会社内で決定することでその工数で按分する。

３．（→P.54「工数を収集する設定方法は？」）の手順１～２と同じ設定をします。

４．作業内容マスターで印刷作業名を登録します。

ａ．［作業実績内容項目］にチェックを付けます。

ｂ．［収集設定No.］に手順３で登録した4つの収集項目を指定します。

上記設定後、実績入力で登録した作業内容で合計作業時間2時間で2件の作業を入力した場合（設定Ａでは「按分

比」に1件目の作業：1、2件目の作業：2を入力します）、以下のような結果が得られます。これらの結果は日報出

力、作業内容別実績表で確認できます。

入力した作業全体の結果：

作業者の労務費＝12,000円（120分×100円）

作業者の間接費＝ 6,000円（120分× 50円）

按分比が1：2ですので、

1件目：労務費＝4,000円、間接費＝2,000円

2件目：労務費＝8,000円、間接費＝4,000円 となります。

規格外の仕上判型で一番近い規格判型の単価を反映させるには？
１．工程別収集項目マスターで項目名「縦」を数字扱いで登録します。単位名には「mm」を使用します。

２．同じく工程別収集項目マスターで項目名「横」を数字扱いで登録します。単位名には「mm」を使用します。

※次の手順に進む前に、あらかじめ加工高収集先マスターの登録をしてください。

３．収集設定マスターで［加工高（標準原価）の収集］を選択します。

４．［標準単価項目１］に手順１で登録した「縦」を設定します。

５．［標準単価項目２］に手順２で登録した「横」を設定します。

６．［単価設定］をクリックします。

７．縦と横の数値設定部分（黄色や水色の部分）に規格寸法を入力します。（例：74mm迄、105mm迄、148mm迄…）

８．規格寸法毎に規格判型の単価を入力します。（例：縦（横）74mm迄、横（縦）105mm迄＝A7の単価、縦148mm迄、

横148mm迄＝A6の単価…）

９．記録します。

10．作業内容マスターで該当する作業に上記で登録した収集設定を追加します。
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会社用カレンダーに表示される祝日や振替休日はどこで設定するの？
国で定められた祝日・振替休日に関しては変動的なため、データベース上には持たず、また、お客様が設定する

ことはできない仕様になっております。（データベース上に持つと法律が変わった等の場合にお客様各社のデー

タベースを更新するのが大変なためです。）PrintSapiensではプログラム内部的に自動算出し、管理しています。

工程別カレンダー設定
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PrintSapiensのインストールが途中で失敗してしまうのは？
PrintSapiensのインストールの途中で「Path or File Not Found」というメッセージが表示され、インストール

ができなくなってしまうことがあります。これはOSへログインしているユーザが下記の条件を満たしていないた

めです。

・ ログインユーザ（アカウント）名は半角英数字のみで構成する。

・ ログインユーザに管理者権限がある。

通常、「Administrator」でログインしていただければ、正常にPrintSapiensをインストールすることができます。

PrintSapiensで管理される金額構造は？
PrintSapiensが管理する金額構造は以下の4つです。

金額１．積算金額（緑色金額）→（売価還元法）

金額２．営業予定原価・営業予算・積算原価（黄色金額）

金額３．加工高・営業仕切額・標準原価（工場から営業への渡値）

金額４．コスト・実質原価（工場発生原価→賃率等より・実外注費）

金額１、２：受注入力にて営業が決める（入力する）金額。

金額３、４：

ａ．外製の場合：検収処理時に決定されます。

金額３には発注時に金額２と営業仕切割増率により算出された金額（検収時に変更した場合は営業仕切金額）

が、金額４には発注時に金額２と発注割引率により算出された金額（検収時に変更した場合は検収金額）が

入ります。

ｂ．内製の場合：日報／実績入力の作業内容から自動的に算出する設定は、以下のマスターや環境設定でします。※

１．社員マスター（社員別労務費、勤務時間帯設定）

［時間単価設定］にて１分当たりの労務費を、［勤務時間設定］で一週間の勤務時間帯をそれぞれ登録

します（マスターで登録しなかった場合、環境設定（→P.C-3、P.C-3「社員就業情報の設定」）が適用

されます）。

［時間外１単価］…はマスター（→P.B-72、P.B-64「勤務時間帯マスター」）で指定した時間帯毎に選

択でき、そのマスターで登録した勤務時間帯を［勤務時間設定］で社員毎に指定します。これにより実

績／日報入力の作業開始・終了時間を元に労務費が算出されます。

２．勤務時間帯マスター（金額４の算出）

環境設定（→P.C-3、P.C-3「社員就業情報の設定」）やマスター（→P.B-10、P.B-11「社員マスター」）で

設定した労務費を適用する時間帯を登録します。登録した勤務名は会社の基準（→P.C-3、P.C-3「社員就

業情報の設定」）として、或いは社員毎（→P.B-10、P.B-11「社員マスター」）に指定することができます。

３．社員就業情報の設定

１分当たりの社員の労務費と一週間の勤務時間帯を登録します（社員マスターで登録してない場合に限

り適用されます）。

４．工場マスター（工場、工程別間接費）

［固定費］へ工場間接費を登録します。これにより実績・日報入力の作業工場を元に間接費を含めた金

額が受注に反映されます。

５．加工高収集先マスター（金額３（加工高）をまとめる）

工程別収集設定マスターで加工高収集の設定をする場合に必須になります。１件以上登録してください。

６．工程別収集項目マスター（例　枚数、判型、機種等）

実績や日報入力で実作業を選択した際、作業詳細内容項目として表示される項目を登録します。

７．工程別収集設定マスター（フィルム加工高単価、印刷機原価償却費算出方法等）

実績や日報入力で作業詳細内容項目（工程別収集項目）を入力することにより収集される加工高や原価、

換算数量、工数などの情報を登録します。工程別収集項目を使用して設定します。

８．工程別収集内容マスター（フィルム出力、印画紙出力等）

実績や作業日報入力で使用する実作業を登録します。この実作業にはいくつかの工程別収集設定項目が設

定され、作業の実績・日報入力により、原価や加工高、換算数量や工数等の情報を一度に収集できます。

えとせとら
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サーバの「PSAPI」フォルダーのBMPファイルは使用するたびにネットワーク上を流れる

のですか？
作業指示書等で使用するBMPファイルをサーバの「psapi」フォルダへ入れて頂くことをお勧めしているのは、各

端末へBMPファイルをコピーする為です。

印字に使用する場合、サーバではなく各端末へコピーされたBMPが使用されますので、印字の度にBMPがネットワ

ーク上を流れ、ネットワークが混み合ってしまうようなことはありません。

サイトからダウンロードしたアップデートモジュールの扱い方は？
モジュールの扱い方はフルセット、差分ともやり方はほぼ同様です。下記操作をしてください。

なお差分の場合は変更があったモジュールだけですので、変更されていないモジュールは更新されません。

１．モジュールをダウンロードします。

２．ダウンロードしたモジュールを解凍します。

３．既存の「ZID」フォルダーに上書きします。

４．コンパイルします。

５．コンパイル後の「\zid\EXE\*.*」を「Psapi」フォルダーに移動します。

モジュールはフルセットと差分とでコンパイル時間は変わりますか？
ダウンロードにかかる時間が短縮されるのみで、コンパイル自体の時間は変わりません。

PrintSapiens更新時の事前チェックは？
弊社でもバグ等のチェックを一通りした上で、最新プログラムの配信をしておりますが、チェック漏れやユーザ

ー様のご利用環境によってバグやエラーが発生する場合があります。そのような場合に備え、最新プログラムを

適用される際には、下記2点にご留意ください。

１．サーバへリリース前のプログラムチェック

お客様のお使いの環境により以下の3通りのいずれかで対処して頂いております。

・ 全くチェックしない場合：

更新前のプログラムを保管しておき、問題が発生した場合、弊社へご連絡頂いた上で更新前のプログラムへ

戻します。

・ バックアップサーバでチェックする場合：

バックアップサーバの「psapi」フォルダ内のプログラムを最新プログラムに更新し、チェックします。この

場合、DB 更新等のチェックができます。

・ 直接サーバでチェックする場合：

メインサーバの「psapi」フォルダ内のプログラムを最新プログラムに更新し、チェックします。この場合、

次項の「サーバへのバージョンアップのタイミング」もご考慮ください。

２．サーバへのバージョンアップのタイミング

初期の段階や接続ユーザ数が少ない場合はあまり気になさる必要はありませんが、DBが巨大になったり接続ユー

ザ数が多い場合は更新処理の障害が発生する場合がありますので、接続ユーザーがいない時間帯或いは接続禁止

の時間帯をあらかじめ周知してから行います。所要時間は通常0分～30分程度、長くても1時間程度です。DBサー

バとしてSQLをお使いの場合、更新処理中に接続したユーザーをSQL Enterprise Managerで監視して強制的に接

続を切断することもできます。

確実にPrintSapiensをアップデートするには、以下の操作をします。

１．環境設定の「全テーブルの作成、更新」をします。

２．「マスター」から「見積関係」の「マスター保守」を起動します。

３．「みつもさぴえんす」を起動します。

一覧表等の検索条件で期間終了日付だけを指定して検索をかけるとどうなるの？
指定した条件に該当するデータの他、指定した日付項目に何も入力されていないデータも検索されます。これは

プログラム上の仕様で変更できません。日付が入力されていないデータを検索しない場合には、期間開始日付を

入力してください。
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検索結果が多い場合にExcel展開が正常にできないのは？
メモリーに余裕があっても発生する場合、或いはWindows NTで同操作をすると同様のエラーが発生しない場合は、

システムリソースメモリー不足が考えられます。この現象はWindows95/98/MEやExcelの仕様で、PrintSapiensの

開発上で回避できません。ですので、こうした場合にはNTや2000で処理して頂くことをお勧めします。なお、NT

や2000で同様のエラーが発生する場合には販売代理店にご相談ください。

環境設定の変更内容がプログラムに反映されないのは？
プログラムから環境設定を起動させた場合、プログラムの再起動をしなくても変更内容が反映されるようになっ

ていますが、構造上、どうしても反映できない設定もいくつかあります。ですので、お手数ですが、環境設定変

更後は必ずプログラムを再起動してください。再起動しても変更が反映されない場合には販売代理店にお知らせ

ください。

自社で作成したマニュアルをPrintSapiensのプログラムから参照するには？
下記手順を行うことにより、自社で作成したPrintSapiensの運用マニュアル等のドキュメントを関連するプログ

ラムから起動することができます。

１．ドキュメントを作成します。形式はWord（doc）、Excel（xls）、PDF、画像データ（jpg、bmp）、プログラム（exe）、

PowerPoint（ppt）、Access（mdb）等、コンピュータにインストールされているツールのドキュメントであ

れば一通り指定することができます。

２．メモ帳でプログラムID+「.MENU」というファイルを作成し、ドキュメントの

表示タイトル＋「,（半角のカンマ）」＋ドキュメント名の形式で記述します。

（サンプルは受注入力（STA500）で使用するので「STA500.MENU」というファイ

ル名になっています。）

３．作成した.MENU及び参照ドキュメントをpsapiフォルダにコピーします。

４．MENUに記述した内容は各プログラムの「バージョン情報」で利用さ

れます。（右図は受注入力からのバージョン情報表示例です。）

設定した内容はバージョン情報下部に表示され、表示タイトルをクリックすると、

対象のドキュメントが表示されます。

PrintSapiensでMOやCD-R等でのデータ保管はどのように管理すればいいの？
PrintSapiens上では「フィルム管理」という名称を使用していますが、この関連プログラムでデータ記憶媒体も

管理できます。

以下の方法はあくまでも一案で、貴社の業務に則った運用方法を考案するヒントとしてご一読ください。

プリプレス（DTP）等でデータを作成した段階でフィルム在庫入力をします。この際、フィルムNo.にはデータNo.

（採番例として得意先コードに連番を組み合わせる方法もあります。）を入力します。また、フィルムとデータを

一元管理し、［棚番］をフィルムの在庫場所として使用する場合、備考欄をデータの保管場所情報に使用します。

3行あるので、1行目を最初の保存場所、2行目を移動した場合の移動先場所（例として格納媒体がMOなら「MO-9999」、

サーバなら「SXX-9999」、CD-RWなら「RW-9999」等、記号化する方法もあります。）とすると良いでしょう。
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PrintSapiensで複数のデータベースを使用するには？
PrintSapiensでは同一のプログラムで複数のデータベースに接続できます（50まで設定可能）。下記設定後はログ

イン画面で使用するデータベースを選択できます。

１．必要な分のデータベースを作成します。

作成方法に関しては貴社でお使いになっているデータベースサーバやそのバージョンにより大きく異なりま

す。詳しくは代理店にお問い合わせください。

２．各端末のシステムフォルダ内（「Windows」や「Winnt」というフォルダ）にある「Psapi.ini」に以下の左部分

の項目を追加します。

[GroupOption]

Group=YES ：複数のデータベースを使用しない場合には「Group=NO」と設定して下さい。

３．各端末のプログラム用のフォルダ（「psapi」フォルダ）に「Psapigrp.ini」を作成して以下の左部分の項目

を設定してください。

※下記のイコール（=）以降の値は見本です。貴社に合った値を設定してください。

[GroupOption]

Group_Title=作業グループ    ：ログイン画面の使用データベース選択項目のタイトル

Group_Count=2               ：使用データベースの数（1～50）

Group_No=00,01              ：使用データベース番号（00～49）

[PSAPIG00]                  ：PSAPIG＋使用データベース番号（上記Group_Noで必ず設定していること）

No=00                       ：使用データベース番号（上記Group_Noで必ず設定していること）

Name=グループ本社           ：表示されるグループ名称

USRID=PSAPI ：SQLログインユーザーID

PASWD=PSAPI ：SQLログインパスワード

DB_Name=PSAPI ：データベース名

DBidSQL=LocalServer ：DSN名（データソース名）

Data_Source=LocalServer ：同上

[PSAPIG01]

No=01

Name=グループ１

USRID=PSAPI01

PASWD=PSAPI01

DB_Name=PSAPI01

DBidSQL=L01Server

Data_Source=L01Server

NetSapiensを使う為にPrintSapiens側での準備は必要ですか？
NetSapiensで社内用のプログラムを使用する場合：

１．環境設定（→P.C-89、P.C-67「工程の部門割り当て」）で貴社で使用する工程を設定します。

２．実績関係の4つのマスター（→P.B-59、P.B-54「実績関係」）を整備します。

３．作業工場マスター（→P.B-73、P.B-65「作業工場マスター」）を整備します。

４．社員マスター（→P.B-10、P.B-11「社員マスター」）の［その他］タブの［ログイン設定］をクリックし、［パ

スワード］の設定をします。

NetSapiensで得意先に対して情報の参照を許可する場合：

１．得意先マスター（→P.B-14、P.B-14「得意先マスター」）の［NetSapiens設定］タブで［情報公開を許可する］

にチェックを付けます。

２．［認証パスワード］を入力し、公開を許可する情報にチェックを付けます。

３．得意先へ得意先No.と［認証パスワード］に入力したパスワードを通知します。

NetSapiensで仕入先に対して情報の参照を許可する場合：

１．仕入先マスター（→P.B-23、P.B-22「仕入先マスター」）の［NetSapiens設定］タブで［情報公開を許可する］

にチェックを付けます。

２．［認証パスワード］を入力し、公開を許可する情報にチェックを付けます。

３．仕入先へ仕入先No.と［認証パスワード］に入力したパスワードを通知します。
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PrintSapiensで対応済のヒサゴ伝票は？
PrintSapiensで現在対応しているヒサゴ伝票は以下の通りです。

製品番号 サイズ 内容

GB45 9_1/2×4_1/2 納品書（控）・請求書・納品書・物品受領書（複写）

GB48 9_1/2×4_1/2 合計請求書（税抜）（複写）

GB480 9_1/2×4_1/2 納品書（控）・請求書・納品書・物品受領書（複写）

GB481 9_1/2×9 請求書（品名別）（2枚複写）

GB822 9_1/2×9 請求書（2枚複写）

GB861 A4タテ ヨコ2列、タテ6行の梱包ラベルシール

GB934 B5タテ 領収証（B6×2）

GB961 A4 ヨコ2列、タテ6行の梱包ラベルシール

GB1106 A4タテ 納品書・請求書

GB1107（廃番） A4 請求書・納品書・物品受領書

GB1109 A4タテ 請求書・納品書・物品受領書

GB1111 A4タテ 納品書・請求書・売上伝票

GB1112 A4タテ 納品書・請求書・納品書（控）

GB1113 A4タテ 納品書（控）・納品書・物品受領書

GB1148 A4タテ 請求書（GBE1148と同フォーム。グリーン）

GB1149 A4タテ 請求書・納品書・物品受領書

GB1158 A4タテ 納品書（控）・納品書

GB1159 A4タテ 納品書（控）・納品書・物品受領書

GB1160 A4タテ 請求書（品名別）

GB1161 A4タテ 請求書（控）（品名別）

GB1162 A4タテ 請求書（伝票別）

GB1166 A4タテ 入金伝票・領収証（控）・領収証

GB1181 A4タテ 注文書（控）・注文書兼受領書・納品書

GB1184 A4タテ 支払明細書

GB1198 B5 注文書

GB1207 A4タテ 領収証（地紋入り）（A5×2）  代替伝票：GB1207

GB1234 A4タテ 請求明細書

GB1984 A4 ヨコ3列、タテ6行の梱包ラベルシール

GBE1148（廃番） A4タテ 請求書（GB1148と同フォーム。ブルー）

OP1207（廃番） A4タテ 領収証（地紋入り）（A5×2） 代替伝票：GB1207

帳票用のビットマップをきれいに作成するには？
300dpi以上の解像度にするか、実寸より3～5倍くらいの大きさで作成してください。低解像度で実寸のビットマ

ップを作成するときれいに印字されませんので、ご注意ください。また、一度テスト出力をし、印字領域の縦横

比を計ってから作成すると、変形せずイメージに近い印字結果が得られます。

キーボード（テンキー）の入力情報を受け付けなくなってしまうのは？
この現象はWindows2000でテンキーを使用する場合に発生するもので、原因はPrintSapiensの開発ツールである

VisualBasicとWindows2000の相性と思われますが、現在のところ抜本的解決法はありません。環境設定（→P.C-4、

P.C-4「システムの設定」）に改善機能を用意していますので、詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。

なお、この現象が起こった場合、「スクリーンキーボード」を起動し（「スタート」ボタン→「プログラム」→「ア

クセサリー」→「ユーザ補助」）、「NumLock」キーを数回マウスでクリックすると、正常動作に戻ります。

PrintSapiensで使用できるバーコードは？
PrintSapiensではCODE39形式のバーコードをサポートしています。詳しくは販売代理店にお問い合わせください。
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メインメニュー（ログイン名）を新規作成するには？
下記の手順で作成した新規メニューは社員マスターの［ログイン名］（→P.B-10、P.B-11「社員マスター」の［ロ

グイン設定］）に入力して社員一人一人に割り当てることができます。

１．psapiフォルダ内の「psapi.win」をコピーします。

２．コピーしたwinファイルのファイル名を変更し、メモ帳で開きます。

内容の変更方法は（→P.A-15「メニュー編集」）を参照してください。

各レベルのパスワードを変更するには？
PrintSapiens出荷時は弊社で設定したパスワードが使用されていますが、変更することもできます。

１．パスワード入力画面を表示させ、変更するレベルのパスワードを入力します。

２．［パスワードの変更］にチェックを付け、［変更パスワード］に任意のパスワードを入力します。

３．［変更パスワードの再確認］にも手順２と同じ文字列を入力してください。

４．［パスワード変更］をクリックすると、変更されます。変更しない時は［中止］をクリックします。

プログラム起動時に表示されるビットマップを変更するには？
会社ID＋「.bmp」（例：OLV.bmp）という名称でビットマップを作成し、メインサーバの「psapi」フォルダにコピ

ーします。

上記設定をした場合、100回に1回の割合で表示されるビットマップも同じような手順で変更することができます。

この場合、会社ID＋「P」＋任意文字列＋「.BMP」(例：OLVP_rare.bmp）という名称のビットマップを用意し、同

じくメインサーバの「psapi」フォルダにコピーします。任意文字列部分を変えて複数のビットマップを置いた場

合、ランダムに選択されて使用されます。

PrintSapiensのプログラムをデスクトップからショートカットで起動するには？
申し訳ございませんが、PrintSapiensのプログラムをショートカットで起動しないでください。PrintSapiensで

は様々なセキュリティをプログラム内に持っており、ログインした社員によっても大きく操作環境が異なります。

ショートカットで起動して処理をした場合、後になってその情報が思わぬエラーやシステムダウンの原因になる

ことも考えられます。ですので、PrintSapiensのプログラムは必ずメインメニューから起動してください。

PrintSapiensではログ（処理履歴）を作成していますか？
プログラムの起動ログは収集しております。アクセスログ一覧表、アクセスログ集計表、アクセスログ集計グラ

フ（→P.D-10、P.D-9「データ書出し関係」）です。

それ以外のログは自動作成されるため、管理を怠ると膨大な容量になりエラーの原因となります。このため

PrintSapiensでは記録毎に破棄しています。しかし、データベースサーバとしてお使い頂いているSQL-Serverで

は作成する機能があります。SQL-Serverの設定及びログの管理方法に関しては販売店にお問い合わせください。

なお、弊社ではSQL-Serverでもログを自動削除する設定を標準としており、設定変更後、ログが原因となる不具

合に関しては一切保証致しませんので、あらかじめご了承ください。

トランザクションデータを消去する機能はありますか？
［環境設定］→［特別処理］→［その他］→［受注以降のデータ全削除］をクリックします。マスターデータはその

ままで、トランザクションデータのみの消去できます。

なお、［特別処理］タブはレベル6のパスワードが認証されないと表示されません。レベル6のパスワードは販売代

理店にお問い合わせください。
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PrintSapiensをインストールしているコンピュータを移動したいのですが、留意点等あり

ますか？
特にございません。コンピュータの取扱説明書に則ってシステムの終了及び起動をして頂ければ問題はありませ

ん。但し、移動の際、どこかにぶつけてハードディスクが壊れてしまう等の危険性はありますので、大切なデー

タ（特にメインサーバの場合はPrintSapiensのデータベース）は他のデバイスに予めバックアップしておくと安

全です。

PrintSapiensをメタフレーム上で運用したいのですが留意点等ありますか？
メタフレーム上で稼動されているお客様も既にいらっしゃいますので、基本的に問題ありません。

ただし、メタフレームの設定で1点ご注意いただきたいことがあります。メタフレームの機能にCPUとメモリの最

適化使用機能というものがあります。これを使用する設定にしていると、PrintSapiensのプログラムが分断され

てしまい、動作が非常不安定になり、稼動できなくなってしまうこともあります。ですので、この機能は不使用

の状態にしておいてください。

電子帳簿保存の実績はあるの？
残念ですが、実績はありません。

PrintSapiensはそもそも国税関係帳簿類を作成するシステムではありません。データ管理No.等、管理用番号は

付与する仕組みになっていますが、改ざん履歴を残す仕様にはなっていませんので、電子帳簿として認められる

かどうかは分かりません。また、現時点で「電子帳簿保存法」に則った仕様に変更する予定はありません。

タスクマネージャで「応答なし」になっているのは？
この状態は必ずしもプログラムがフリーズしているとは限りません。プログラムからの要求に対してコンピュー

タが回答を準備している状態の場合にも表示されます。その理由として端末とサーバを接続している回線の通信

速度が処理速度に追いつかない、サーバや端末の性能が処理要求量に追いつかない或いは、処理要求量があまり

にも多すぎる等が考えられます。検索をかける時等、条件をできる限り絞りこむことを心がけてください。また、

サーバや端末を起動し直すと処理速度が改善される場合がありますが、あまりにも待ち時間が多く、ストレスを

感じるようでしたらメモリを増やす等、コンピュータ自体の性能を上げると良いと思います。

エラーやメッセージのいろいろ

「記録するか元に戻してからしか終了出来ません！」

原因：データを変更後、記録せずにプログラムを終了しようとした場合に発生します。

解決方法：「元に戻す」或いは「記録」をクリックした後、プログラムを終了してください。

「ＸＸを○○するには、パスワードが必要です。」

原因：操作に環境設定或いはプログラム的にパスワードによる牽制機能がかけられている場合に発生します。

解決方法：このメッセージの後に表示されるパスワード入力画面で要求されたレベル以上のパスワードを入力す

ると、操作を進めることができます。パスワードについてはシステム管理者にお問い合わせください。

「通信リンクが失敗しました。」

原因：端末を接続した状態で、データベースサーバを再起動したか、通信が切れた場合に発生します。

解決方法：サーバが起動した後、再接続すれば問題ありません。

「接続できませんでした。」

「一般的なネットワークエラーです。」

原因：端末のデータベース接続の設定が間違っているか、データベースサーバが再起動中等の場合に発生します。

解決方法：データベースサーバの様子を確認した後、再接続してください。端末のデータベース接続の設定に関

してはシステム管理者にお問い合わせください。
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「SQL実行中にエラーが発生しました。」

原因：プログラム上のバグの場合に非常に高い割合で発生します。

解決方法：表示されたエラーメッセージと共にどのプログラムでどのような操作をしたかを販売代理店へお知ら

せください。

「PSAPI1.DLLが古いかバージョン互換性がありません。最新版のPSAPI1.DLLを取得してください。」

原因：PrintSapiensの共有プログラムである「Psapi1.dll」のバージョンが他のプログラムより古い場合に発生

します。

解決方法：以下をご確認ください。

A：メインサーバの「Psapi」フォルダ内にあるPsapi1.dllの更新日時

B：エラーが発生したコンピュータの「Psapi」フォルダ内にあるPsapi1.dllの更新日時

・ A、Bの更新日時が異なる場合：

Psapi1.dllが読取専用になっている為にメインサーバから端末への自動コピー機能が働いていない可能性が

あります。メインサーバのPsapi1.dllを右クリックし、プロパティで「読み取り専用」のチェックを外してく

ださい。

・ A、Bの更新日時が同じ場合：

貴社にあるPsapi1.dllが古いです。販売代理店にご連絡ください。

「Active X コンポーネントはオブジェクトを作成できません。」

原因：エラーの発生したコンピュータでPrintSapiens以外の（Visual Basicで開発された）ソフトをインストー

ル或いはアンインストールしたことにより、PrintSapiensで必要なシステムファイルが書き換わってしまったり、

削除されてしまった場合に発生します。

解決方法：PrintSapiensの再インストールが必要ですので、販売代理店にお知らせください。

「環境設定で手動での受注番号を指定しての登録は許可されていません。」

原因：環境設定（→P.C-26、P.C-16「受注設定3」）で受注番号の採番方法を「自動採番のみ」に設定していて、

手動採番しようとしたり、既存の受注を削除した場合に発生します。

「プログラム更新後50日以内にライセンス登録してください」

原因：ライセンス登録をしていない場合に表示されます。

解決方法：ライセンス登録をしてください。このメッセージが表示されるようになってから50日以内にライセン

ス登録をしなかった場合、契約ライセンス数＋2台までしか同時接続ができなくなり、それ以上の台数では

PrintSapiensの起動ができなくなります。

「プリントサピエンスの契約ライセンス数（xx）に達しています。左に表示された接続コンピュータ情報をご確認

ください。」

原因：契約ライセンス数以上のコンピュータでプリントサピエンスを使用しようとしています。

解決方法：契約数に基づいてライセンス登録をしてください。50日間の猶予期間を過ぎるとライセンス数＋2台

以上の台数ではPrintSapiens起動ができなくなります。契約数では足らない場合、ライセンスをご購入ください。

ご購入に関しては販売代理店にお問い合わせください。

「STA050.EX データが不正です。検査モジュールは、StartUp_Usr2です。

数値．文字列  SeqNo=ｘｘが見つかりません。」

原因：環境設定「工程部門割り当て」で設定する工程の表示順の数値が連続していない場合に発生します。

解決方法：環境設定「工程部門割り当て」にて表示順を設定し直してください。

「有効なアプリケーションが有りません。」

原因：必要なexeがpsapiフォルダにない、或いは壊れてしまっている場合に発生します。

解決方法：メッセージ中に記載されているexeをpsapiフォルダに上書コピーしてください。コピー元は貴社サー

バ、更新版CD、弊社サイトからのダウンロードしたデータのいずれでも構いません。
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■マスター、環境設定別関連プログラム一覧表
マスターや環境設定が影響を与えるプログラムを一覧表にまとめました。

会社マスター 営業所マスター、社員マスター、得意先マスター、仕入先マスター、営業粗利一覧

表、請求書発行、売掛一覧表、支払書発行

営業所マスター 社員マスター、得意先マスター、仕入先マスター、請求書発行、支払書発行

本部マスター 部マスター、課マスター、社員マスター、受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、

工程進捗状況一覧表、納入一覧表、出荷一覧表、受注実績集計表1、月度別受注実績

表1、受注実績集計表3、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、売上

実績一覧表（受注）、担当者／日別売上実績一覧表、担当別売上集計表、納品書未発

行納入情報一覧表、外注発注一覧表、作業進捗日報、用紙発注一覧表、資材発注一

覧表、入荷・検収一覧表、印刷予定表、請求書発行、請求一覧表、諸口残高動態表、

入金一覧表、指定入金充当状況一覧表、入金予定表、得意先元帳、売掛一覧表、与

信管理一覧表、得意先／月別売上実績一覧表、得意先別売上順位表・対比表、受

注・売上・入金状況一覧表、予算実績対比表、支払書発行、支払予定一覧表（OLV030）、

仕入先元帳、買掛一覧表、仕入先／月度別仕入実績一覧表、受注別外注粗利一覧表、

支払一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、生産管理実績表、日報出力、作業予定

一覧2

部マスター 課マスター、社員マスター、受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、工程進捗状況

一覧表、納入一覧表、出荷一覧表、受注実績集計表1、月度別受注実績表1、受注実

績集計表3、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、売上実績一覧表

（受注）、担当者／日別売上実績一覧表、担当別売上集計表、納品書未発行納入情報

一覧表、外注発注一覧表、作業進捗日報、用紙発注一覧表、資材発注一覧表、入

荷・検収一覧表、印刷予定表、フィルム出庫依頼一覧表、表請求書発行、請求一覧

表、諸口残高動態表、入金一覧表、指定入金充当状況一覧表、入金予定表、得意先

元帳、売掛一覧表、与信管理一覧表、得意先／月別売上実績一覧表、得意先別売上

順位表・対比表、受注・売上・入金状況一覧表、予算実績対比表、支払書発行、支

払書一覧、支払予定一覧表（OLV030）、仕入先元帳、買掛一覧表、仕入先／月度別仕

入実績一覧表、受注別外注粗利一覧表、支払一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、

生産管理実績表、日報出力、作業予定一覧2

課マスター 社員マスター、受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入

一覧表、出荷一覧表、受注実績集計表1、月度別受注実績表1、受注実績集計表3、営

業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、売上実績一覧表（受注）、担当

者／日別売上実績一覧表、担当別売上集計表、納品書未発行納入情報一覧表、外注

発注一覧表、作業進捗日報、用紙発注一覧表、資材発注一覧表、入荷・検収一覧表、

印刷予定表、フィルム出庫依頼一覧表、表請求書発行、請求一覧表、諸口残高動態

表、入金一覧表、指定入金充当状況一覧表、入金予定表、得意先元帳、売掛一覧表、

与信管理一覧表、得意先／月別売上実績一覧表、得意先別売上順位表・対比表、受

注・売上・入金状況一覧表、予算実績対比表、支払書発行、支払書一覧、支払予定

一覧表（OLV030）、仕入先元帳、買掛一覧表、仕入先／月度別仕入実績一覧表、受注

別外注粗利一覧表、支払一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、生産管理実績表、

日報出力、作業予定一覧2

職位1マスター 職位2マスター、社員マスター

職位2マスター 社員マスター

社員マスター 得意先マスター、仕入先マスター、受注入力、簡易受注入力、受注工程状況入力、

出荷指示、売上計上入力、外注発注処理、外注検収処理、受注一覧表、工程進捗状

況一覧表、納入一覧表、出荷一覧表、受注実績集計表1、月度別受注実績表1、受注

実績集計表3、製品在庫問合わせ、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧

表、売上実績一覧表（受注）、担当者／日別売上実績一覧表、担当別売上集計表、納

品書未発行納入情報一覧表、外注発注一覧表、台割入力、作業進捗日報、作業予定

表（KGO600）、用紙発注処理、資材発注処理、用紙発注一覧表、資材発注一覧表、入

荷・検収一覧表、工程別決定作業日時入力、生産管理グラフ、印刷予定表、フィル

ム在庫入力、フィルム出庫依頼、フィルム入出庫、フィルム出庫依頼一覧表、フィ

ルム一覧表、フィルム入出庫一覧表、集版・在版入力、集版・在版一覧表／検索、

請求書発行、請求一覧表、ピックアップ請求書発行、諸口残高動態表、入金一覧表、

指定入金充当状況一覧表、入金予定表、入金予定表2、入金予定表3、未収金一覧表、



集金予定表、得意先元帳、売掛一覧表、与信管理一覧表、得意先／月別売上実績一

覧表、得意先別売上順位表・対比表、受注・売上・入金状況一覧表、予算実績対比

表、支払書発行、支払予定一覧表（OLV030）、支払

社員マスター（つづき） 入力、支払書一覧表、ピックアップ支払書発行、仕入先元帳、買掛一覧表、仕入

先／月度別仕入実績一覧表、支払予定一覧表（EIK030）、支払一覧表、仕掛一覧表、

製品在庫一覧表、生産管理実績表、実績入力、日報入力、工程着完処理、作業予定

一覧2

グループマスター 社員マスター、受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入

一覧表、出荷一覧表、受注実績集計表1、月度別受注実績表1、受注実績集計表3、営

業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、売上実績一覧表（受注）、担当

者／日別売上実績一覧表、担当別売上集計表、納品書未発行納入情報一覧表、外注

発注一覧表、作業進捗日報、用紙発注一覧表、資材発注一覧表、入荷・検収一覧表、

印刷予定表、フィルム出庫依頼一覧表、請求書発行、請求一覧表、諸口残高動態表、

入金一覧表、入金予定表3、集金予定表、得意先元帳、売掛一覧表、与信管理一覧表、

得意先／月別売上実績一覧表、得意先別売上順位表・対比表、受注・売上・入金状

況一覧表、予算実績対比表、支払書発行、支払書一覧表、支払予定一覧表（OLV030）、

仕入先元帳、買掛一覧表、仕入先／月度別仕入実績一覧表、受注別外注粗利一覧表、

支払一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、生産管理実績表、日報出力、作業予定

一覧2

得意先マスター 受注商品マスター、受注品種マスター、（アルバム）学校マスター、受注入力、簡易

受注入力、出荷指示、売上計上入力、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入一覧

表、出荷一覧表、受注実績集計表1、月度別受注実績表1、受注実績集計表3、製品在

庫問合わせ、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、売上実績一覧表

（受注）、担当別売上集計表、納品書未発行納入情報一覧表、外注発注一覧表、与信

問い合わせ、用紙発注一覧表、入荷・検収一覧表、印刷予定表、生産管理グラフ、

フィルム在庫入力、フィルム出庫依頼、フィルム一覧表、フィルム出庫依頼一覧表、

フィルム入出庫一覧表、集版・在版入力、集版・在版一覧表／検索、請求書発行、

請求一覧表、ピックアップ請求書発行、諸口残高動態表、入金入力、入金一覧表、

指定入金充当状況一覧表、入金予定表、入金予定表2、入金予定表3、未収金一覧表、

集金予定表、得意先元帳、売掛一覧表、与信管理一覧表、得意先／月別売上実績一

覧表、得意先別売上順位表・対比表、受注・売上・入金状況一覧表、予算実績対比

表、受注別外注粗利一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、生産管理実績表、作業

予定一覧2、作業内容別実績表

業種マスター 得意先マスター、仕入先マスター、受注一覧表、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、

売上集計一覧表、外注発注一覧表、用紙発注一覧表、資材発注一覧表、入荷・検収

一覧表、請求書発行、請求一覧表、入金一覧表、得意先元帳、売掛一覧表、支払書

発行、支払書一覧表、支払予定一覧表（OLV030）、支払一覧表、仕掛一覧表、製品在

庫一覧表、生産管理実績表、作業予定一覧2

地区マスター 得意先マスター、仕入先マスター、（アルバム）学校マスター、受注一覧表、営業粗

利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、納品書未発行納入情報一覧表、外注

発注一覧表、用紙発注一覧表、資材発注一覧表、入荷・検収一覧表、請求書発行、

請求一覧表、入金一覧表、得意先元帳、売掛一覧表、支払書発行、支払書一覧表、

支払予定一覧表（OLV030）、支払一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、生産管理実

績表、作業予定一覧2

得意先目標額設定 得意先マスター、月度別受注実績表1、予算実績対比表

区分マスター 得意先マスター、仕入先マスター、区分内容マスター

区分内容マスター 得意先マスター、仕入先マスター

仕入先マスター 仕入商品マスター、用紙在庫用管理用紙マスター、外注発注処理、外注検収処理、

外注発注一覧表、台割入力、用紙発注処理、資材発注処理、用紙発注一覧表、資材

発注一覧表、入荷・検収一覧表、（資材）資材入出庫一覧表、（資材）棚卸入力・表、

（資材）資材受払明細表、（資材）資材在庫一覧表、（資材）資材月次更新処理、（用

紙）用紙入出庫一覧表、（用紙）棚卸入力･表、（用紙）用紙在庫一覧表、（用紙）用

紙月次更新処理、フィルム入出庫、フィルム出庫依頼、フィルム一覧表、フィルム

出庫依頼一覧表、フィルム入出庫一覧表、支払書発行、支払予定一覧表（OLV030）、

支払入力、支払書一覧表、ピックアップ支払書発行、仕入先元帳、買掛一覧表、仕

入先／月度別仕入実績一覧表、支払予定一覧表（EIK030）、支払一覧表



勘定科目マスター 補助科目マスター、仕入商品マスター、会計データ設定、売上計上入力、資材発注

処理、資材発注一覧表、入荷・検収一覧表、（資材）資材受払明細表、（資材）資材

在庫一覧表、科目／部門別仕入実績表、仕入先／月度別仕入実績一覧表

補助科目マスター 会計データ設定、売上計上入力

経理部門マスター 補助部門マスター、会計データ設定、工程の部門割り当て、資材発注処理、資材発

注一覧表、入荷・検収一覧表、（資材）入出庫入力、（資材）資材入出庫一覧表、（資

材）棚卸入力・表、（資材）資材受払明細表、（資材）資材在庫一覧表、科目／部門

別仕入実績表、仕入先／月度別仕入実績一覧表

銀行マスター 得意先マスター、仕入先マスター、支店マスター

支店マスター 得意先マスター、仕入先マスター

種目マスター 得意先マスター、仕入先マスター

受注大分類マスター 受注小分類マスター、受注商品マスター、受注品種マスター、受注入力、簡易受注

入力、売上計上入力、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入一覧表、受注実績集

計表1、受注実績集計表3、製品在庫問合わせ、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、

売上集計一覧表、担当者／日別売上実績一覧表、作業進捗日報、印刷予定表、作業

予定一覧2

受注小分類マスター 受注商品マスター、受注品種マスター、受注入力、簡易受注入力、売上計上入力、

受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入一覧表、受注実績集計表1、受注実績集計表3、

製品在庫問合わせ、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、売上集計一覧表、担当者／

日別売上実績一覧表、作業進捗日報、印刷予定表、作業予定一覧2

納期マスター 受注入力

配送者マスター 得意先マスター、受注入力、簡易受注入力、出荷指示、納入一覧表、出荷一覧表

単位マスター 受注商品マスター、受注品種マスター、仕入商品マスター、受注入力、簡易受注入

力、売上計上入力

受注商品マスター 受注入力、簡易受注入力、売上計上入力、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入

一覧表、製品在庫問合わせ、売上計上一覧表、売上集計一覧表、作業予定一覧2

受注品種マスター 受注商品マスター、受注入力、簡易受注入力、受注一覧表

受注仕様項目マスター 受注仕様マスター、受注入力、簡易受注入力

受注仕様マスター 受注種別毎の仕様入力の設定、汎用作業指示書設計、受注入力、簡易受注入力

仕入商品マスター 資材発注処理、資材発注一覧表、入荷・検収一覧表、（資材）入出庫入力、（資材）

資材入出庫一覧表、（資材）棚卸入力・表、（資材）資材受払表、（資材）資材受払明

細表、（資材）資材在庫一覧表、（資材）資材月次更新処理

資材分類マスター 仕入商品マスター、（資材）資材受払表

用紙在庫用管理用紙マスター 用紙発注処理、用紙発注一覧表、入荷・検収一覧表、（用紙）出庫（返却）入力、

（用紙）用紙入出庫一覧表、（用紙）棚卸入力･表、（用紙）用紙受払表、（用紙）用紙

受払明細表、（用紙）用紙在庫一覧表、（用紙）用紙月次更新処理

用紙在庫用倉庫マスター 用紙発注処理、（用紙）出庫（返却）入力、（用紙）用紙入出庫一覧表、（用紙）棚卸

入力･表、（用紙）用紙在庫一覧表

用紙在庫用断裁マスター 用紙在庫用管理用紙マスター、（用紙）出庫（返却）入力

加工高収集先マスター 収集設定マスター、作業内容別実績表

工程別収集項目 収集設定マスター

収集設定マスター 作業内容マスター

作業内容マスター 社員マスター、作業分類設定マスター、台割入力、作業進捗入力、実績入力、日報

入力、作業内容別実績表

作業工場マスター 工程の補助環境設定、受注入力、実績入力、台割入力、日報入力、日報出力、作業

内容別実績表、印刷予定表、生産管理グラフ、受注別外注粗利一覧表

印刷機マスター 受注入力、簡易受注入力、台割入力、印刷予定表、生産管理グラフ

メーカーマスター 印刷機マスター

配車元マスター 出荷指示、出荷一覧表、用紙発注処理、用紙発注一覧表、印刷予定表、フィルム出

庫依頼、フィルム出庫依頼一覧表

校正種別マスター 受注入力、簡易受注入力

工程別カレンダー設定 受注入力、簡易受注入力

印刷機別カレンダー設定 受注入力、簡易受注入力、印刷予定表、生産管理グラフ

勤務時間帯マスター 社員マスター、社員就業情報の設定

外注理由マスター 外注発注入力、外注発注一覧表

受注指示マスター 受注入力、簡易受注入力



印刷色マスター 受注入力、簡易受注入力

製本仕様マスター 受注入力、簡易受注入力、受注一覧表

事故分類マスター 受注入力、簡易受注入力

倉庫マスター 受注入力、簡易受注入力

とじマスター ※製本加工設定マスター、台割入力

管理校正マスター ※作業分類設定マスター、台割入力

管理加工マスター ※作業分類設定マスター、※製本加工設定マスター、台割入力

※作業分類設定マスター 台割入力、作業進捗入力、作業進捗日報、作業予定表（KGO600）

※製品加工設定マスター 台割入力

（アルバム）学校マスター 台割入力

会社基本情報の設定 出荷指示書の環境設定、売上入力の設定、請求関係の設定、支払書関係の設定、受

注ラベル2（商品ラベル）、売上計上入力、入金入力

社員就業情報の設定 社員マスター、実績入力、日報入力

システムの設定 PrintSapiens全般

日付入力方法の設定 PrintSapiens全般

消費税の標準設定 PrintSapiens全般

消費税率の設定 PrintSapiens全般

消費税以外の標準端数処理 PrintSapiens全般

各種汎用一覧表の設定 受注一覧表、売上計上一覧表、出荷一覧表、製品在庫問合わせ、外注発注一覧表、

用紙発注一覧表、入荷・検収一覧表、フィルム出庫依頼一覧表、作業予定表2

会計データ設定 社員マスター、勘定科目マスター、補助科目マスター、経理部門マスター、売上計

上入力、外注発注処理、外注検収処理、資材発注処理、用紙発注処理、入金入力、

支払入力、会計データ出力

受注設定1（受注基本事項） 受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、受注問い合わせ、製品在庫問合わせ、与信

問い合わせ、生産管理実績表、作業予定一覧2

受注設定2（作業指示書発行） 受注入力

受注設定3（管理ID、他） 受注設定1（受注基本事項）、受注入力、簡易受注入力、受注承認処理、受注額変更

処理、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入一覧表、作業予定一覧2

受注ビューの設定 受注入力

受注種別毎の仕様入力の設定 受注入力

汎用作業指示書設計 受注入力、簡易受注入力、汎用作業指示書パターン

汎用作業指示書パターン 受注入力、簡易受注入力

工程毎明細印字設計 汎用作業指示書設計

汎用定型作業指示書設定 受注入力、簡易受注入力

出荷指示書の環境設定 出荷指示

損益管理書の環境設定 受注問い合わせ

与信管理表の環境設定 与信管理一覧表

フィルム入力の環境設定 フィルム在庫入力、フィルム出庫依頼、集版・在版入力

売上入力の設定 得意先マスター、売上計上入力

担当者／日別売上実績表環境 担当者／日別売上実績一覧表

得意先／月別売上実績表環境 得意先／月別売上実績一覧表

売掛一覧表の環境設定 売掛一覧表

得意先元帳の環境設定 得意先元帳

受注・売上・入金状況一覧環境 受注・売上・入金状況一覧表

入金入力の設定 入金入力

入金予定表の設定 入金予定一覧表

請求関係の設定 得意先マスター、請求書発行、ピックアップ請求書発行

集金予定表環境 集金予定表

外注入力・用紙発注環境 仕入先マスター、外注発注処理、用紙発注処理、資材発注処理

入荷・検収処理環境 外注検収処理

仕入先／月別仕入実績表 仕入先／月度別仕入実績一覧表

買掛一覧表の環境設定 買掛一覧表

仕入先元帳の環境設定 仕入先元帳

支払入力の設定 支払入力

支払予定表環境 支払予定一覧表（OLV030）、支払予定一覧表（EIK030）

支払書関係の設定 支払書発行、ピックアップ支払書発行



（用紙）在庫関係の設定 （用紙）出庫（返却）入力、（用紙）用紙入出庫一覧表、（用紙）用紙受払表、（用紙）

用紙受払明細表、（用紙）用紙在庫一覧表

（用紙）棚卸表の環境設定 （用紙）棚卸入力･表

（用紙）受払表の環境設定 （用紙）用紙受払表

（用紙）受払明細表の環境設定 （用紙）用紙受払明細表

（用紙）出庫処理の設定 （用紙）出庫（返却）入力

（資材）在庫関係の設定 （資材）入出庫入力、（資材）資材入出庫一覧表、（資材）資材受払表、（資材）資材

受払明細表、（資材）資材在庫一覧表

（資材）棚卸の環境設定 （資材）棚卸入力･表

（資材）受払表の環境設定 （資材）資材受払表

（資材）受払明細表の環境設定 （資材）資材受払明細表

（フィルム）入出庫入力の環境設定フィルム入出庫

工程の部門割り当て 社員マスター、得意先マスター、仕入先マスター、作業分類設定マスター、受注設

定3（管理ID、他）、受注ビューの設定、受注種別毎の仕様入力の設定、工程の補助

環境設定、工程別標準就業設定、受注入力、簡易受注入力、受注工数入力、外注発

注処理、受注一覧表、工程進捗状況一覧表、納入一覧表、受注実績集計表1、受注実

績集計表3、製品在庫問合わせ、営業粗利一覧表、売上計上一覧表、外注発注一覧表、

台割入力、作業進捗日報、作業予定表（KGO600）、資材発注処理、用紙発注一覧表、

入荷・検収一覧表、作業予定表（OLV520）、工程出校・校戻処理、工程別決定作業日

時入力、製本予定表、科目／部門別仕入実績表、外注先／部門別実績・仕掛表、仕

入先／月度別仕入実績一覧表、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、生産管理実績表、実

績入力、日報入力、工程着完処理、作業内容別実績表、作業予定一覧2

工程の補助環境設定 受注入力、簡易受注入力

工程別標準就業設定 受注入力、簡易受注入力、作業予定表（KGO600）、作業予定表（OLV520）、印刷予定

表、製本予定表、実績入力、日報入力

生産管理グラフの環境設定 生産管理グラフ

工程進捗管理の環境設定 工程着完処理

受注完成処理環境設定 完成処理

生産実績表の環境設定 生産管理実績表

原価入力環境設定 受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、受注問い合わせ、営業粗利一覧表、用紙発

注処理、仕掛一覧表、製品在庫一覧表、作業内容別実績表、作業予定一覧2

社員マスター環境設定 社員マスター

得意先マスター環境設定 得意先マスター

仕入先マスター環境設定 仕入先マスター

配車元マスター設定 配車元マスター

製本仕様マスター設定 製本仕様マスター、受注入力、簡易受注入力、受注一覧表、印刷予定表

受注商品マスター設定 受注商品マスター

受注品種マスター設定 受注品種マスター

仕入商品マスター設定 仕入商品マスター

用紙マスター設定設定 受注入力、簡易受注入力、用紙計算処理、用紙発注処理

受注種別設定 PrintSapiens全般（受注に関連するプログラム）

DTP・出力等項目設定 受注入力、簡易受注入力

台割入力の環境設定 台割入力



■プログラム別関連マスター、環境設定一覧表
プログラムが影響を被るマスターや環境設定を一覧にまとめました。

※「システムの設定」「日付入力方法の設定」「消費税の標準設定」「消費税率の設定」「消費税以外の

標準端数処理」「受注種別設定」はPrintSapiensプログラム全般に影響を与えます。下記表には記

載していませんので、あらかじめご了承ください。

受注入力／簡易受注入力 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、納期マスター、配送者マ

スター、単位マスター、受注商品マスター、受注品種マスター、印刷機マスター、

校正種別マスター、工程別カレンダー設定、受注指示マスター、印刷色マスター、

製本仕様マスター、事故分類マスター、倉庫マスター、受注設定1（受注基本事項）、

受注設定2（作業指示書発行）、受注設定3（管理ID、他）、汎用作業指示書設計、汎

用作業指示書パターン、汎用定型作業指示書設定、工程の部門割り当て、工程の補

助環境設定、工程別標準就業設定、原価入力環境設定、用紙マスター設定、製本仕

様マスター設定DTP・出力等項目設定

受注工程状況入力 社員マスター

受注承認処理 受注設定3（管理ID、他）

出荷指示 社員マスター、得意先マスター、配送者マスター、配車元マスター、出荷指示書の

環境設定

受注額変更処理 受注設定3（管理ID、他）

売上計上入力 社員マスター、得意先マスター、勘定科目マスター、補助科目マスター、受注大分

類マスター、受注小分類マスター、単位マスター、受注商品マスター、会社基本情

報の設定、会計データ設定、売上入力の設定

外注発注処理 社員マスター、仕入先マスター、会計データ設定、外注入力・用紙発注環境、工程

の部門割り当て

外注検収処理 社員マスター、仕入先マスター、会計データ設定、入荷・検収処理設定

用紙計算処理 用紙マスター設定

受注一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、受注大分類マスター、受注小分類マス

ター、受注商品マスター、受注品種マスター、各種汎用一覧表の設定、受注設定1

（受注基本事項）、受注設定3（管理ID、他）、工程の部門割り当て、原価入力環境設

定、製本仕様マスター設定

工程進捗状況一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、受注商品マスター、受注

設定3（管理ID、他）、工程の部門割り当て

受注問い合わせ 受注設定1（受注基本事項）、損益管理書の環境設定、原価入力環境設定

納入一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、配送者マスター、受注商

品マスター、受注設定3（管理ID、他）、工程の部門割り当て

出荷一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、配送者マスター、配車元マスター、各種汎用一覧表の設定

受注実績集計表1 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、工程の部門割り当て

月度別受注実績表1 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、得意先目標額設定

受注実績集計表3 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、工程の部門割り当て

製品在庫問合わせ 社員マスター、得意先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、受注

商品マスター、各種汎用一覧表の設定、受注設定1（受注基本事項）、工程の部門割

り当て

営業粗利一覧表 会社マスター、本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループ

営業粗利一覧表（つづき） マスター、得意先マスター、業種マスター、地区マスター、受注大分類マスター、

受注小分類マスター、工程の部門割り当て、原価入力環境設定

売上計上一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、受注大分類マスター、受注小分類マス

ター、受注商品マスター、各種汎用一覧表の設定、工程の部門割り当て



売上集計一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、受注大分類マスター、受注小分類マス

ター、受注商品マスター

売上実績一覧表（受注） 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター

担当者／日別売上実績一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、受注

大分類マスター、受注小分類マスター、担当者／日別売上実績表環境

担当別売上集計表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター

納品書未発行納入情報一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、地区マスター

外注発注一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、仕入先マスター、業種マスター、地区マスター、各種汎用一覧表の設

定、工程の部門割り当て

与信問い合わせ 得意先マスター

受注ラベル2（商品ラベル） 会社基本情報の設定

台割入力 社員マスター、仕入先マスター、作業工場マスター、印刷機マスター、とじマスタ

ー、管理校正マスター、管理加工マスター、作業分類設定マスター、製本加工設定

マスター、（アルバム）学校マスター、台割入力の環境設定

受注工数入力 工程の部門割り当て

作業進捗入力 作業分類設定マスター

作業進捗日報 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、受注

大分類マスター、受注小分類マスター、工程の部門割り当て

作業予定表（KGO600） 社員マスター、作業分類設定マスター、工程の部門割り当て、工程別標準就業設定

用紙発注処理 社員マスター、仕入先マスター、用紙在庫用管理用紙マスター、用紙在庫用倉庫マ

スター、配車元マスター、会計データ設定、外注入力・用紙発注環境、原価入力環

境設定

資材発注処理 社員マスター、仕入先マスター、勘定科目マスター、経理部門マスター、仕入商品

マスター、会計データ設定、工程の部門割り当て

用紙発注一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、仕入先マスター、業種マスター、地区マスター、用紙在庫用管理用紙

マスター、配車元マスター、各種汎用一覧表の設定、工程の部門割り当て

資材発注一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、仕入

先マスター、業種マスター、地区マスター、勘定科目マスター、経理部門マスター、

仕入商品マスター

入荷・検収一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、仕入先マスター、業種マスター、地区マスター、勘定科目マスター、

経理部門マスター、仕入商品マスター、用紙在庫用管理用紙マスター、各種汎用一

覧表の設定、工程の部門割り当て

（資材）入出庫入力 経理部門マスター、仕入商品マスター、（資材）在庫関係の設定

（資材）資材入出庫一覧表 仕入先マスター、経理部門マスター、仕入商品マスター、（資材）在庫関係の設定

（資材）棚卸入力・表 仕入先マスター、経理部門マスター、仕入商品マスター、（資材）棚卸の環境設定

（資材）資材受払表 仕入商品マスター、資材分類マスター、（資材）在庫関係の設定、（資材）受払表の

環境設定

（資材）資材受払明細表 仕入先マスター、勘定科目マスター、経理部門マスター、仕入商品マスター、

（資材）資材受払明細表（つづき）（資材）在庫関係の設定、（資材）受払明細表の環境設定

（資材）資材在庫一覧表 仕入先マスター、勘定科目マスター、経理部門マスター、仕入商品マスター、（資材）

在庫関係の設定

（資材）月次更新処理 仕入先マスター、仕入商品マスター

（用紙）出庫（返却）入力 用紙在庫用管理用紙マスター、用紙在庫用倉庫マスター、用紙在庫用断裁マスター、

（用紙）在庫関係の設定、（用紙）出庫処理の設定

（用紙）用紙入出庫一覧表 仕入先マスター、用紙在庫用管理用紙マスター、用紙在庫用倉庫マスター、（用紙）

在庫関係の設定

（用紙）棚卸入力・表 仕入先マスター、用紙在庫用管理用紙マスター、用紙在庫用倉庫マスター、（用紙）

棚卸表の環境設定

（用紙）用紙受払表 用紙在庫用管理用紙マスター、（用紙）在庫関係の設定、（用紙）受払表の環境設定



（用紙）用紙受払明細表 用紙在庫用管理用紙マスター、（用紙）在庫関係の設定、（用紙）受払明細表の環境

設定

（用紙）用紙在庫一覧表 仕入先マスター、用紙在庫用管理用紙マスター、用紙在庫用倉庫マスター、（用紙）

在庫関係の設定

（用紙）用紙月次更新処理 仕入先マスター、用紙在庫用管理用紙マスター

作業予定表（OLV520） 工程の部門割り当て、工程別標準就業設定

作業予定表2 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、受注大分類マスター、受注小分類マス

ター、受注商品マスター、汎用一覧表の設定、受注設定1（受注基本事項）、受注設

定3（管理ID、他）、工程の部門割り当て、原価入力環境設定

工程出校・校戻処理 工程の部門割り当て

工程別決定作業日時入力 社員マスター、工程の部門割り当て

印刷予定表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注大分類マスター、受注小分類マスター、作業工場マスター、印刷

機マスター、配車元マスター、工程の部門割り当て、工程別標準就業設定、製本仕

様マスター設定

製本予定表 工程の部門割り当て、工程別標準就業設定

生産管理グラフ 社員マスター、得意先マスター、作業工場マスター、印刷機マスター、生産管理グ

ラフの環境設定

完成処理 受注完成処理環境設定

フィルム在庫入力 社員マスター、得意先マスター、フィルム入力の環境設定

フィルム出庫依頼 社員マスター、得意先マスター、仕入先マスター、配車元マスター、（フィルム）入

出庫入力の環境

フィルム入出庫 社員マスター、仕入先マスター、（フィルム）入出庫入力の環境設定

フィルム一覧表 社員マスター、得意先マスター、仕入先マスター

フィルム出庫依頼一覧表 部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意先マスター、仕

入先マスター、配車元マスター、各種汎用一覧表の設定

フィルム入出庫一覧表 社員マスター、得意先マスター、仕入先マスター

集版・在版入力 社員マスター、得意先マスター、集版／在版管理の環境設定

集版・在版一覧表／検索 社員マスター、得意先マスター

請求書発行 会社マスター、本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループ

マスター、得意先マスター、業種マスター、地区マスター、請求関係の設定

請求一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター各種

ピックアップ請求書発行 社員マスター、得意先マスター、請求関係の設定

諸口残高動態表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター

入金入力 得意先マスター、会社基本情報の設定、会計データ設定、入金入力の設定

入金一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得

入金一覧表（つづき） 意先マスター、業種マスター、地区マスター

指定入金充当状況一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、得意先マスター

入金予定表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、得意先マスター、入金予

定表の設定

入金予定表2 社員マスター、得意先マスター

入金予定表3 社員マスター、グループマスター、得意先マスター

未収金一覧表 社員マスター、得意先マスター

集金予定表 社員マスター、グループマスター、得意先マスター、集金予定表環境

得意先元帳 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、得意先元帳の環境設定

売掛一覧表 会社マスター、本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループ

マスター、得意先マスター、業種マスター、地区マスター、売掛一覧表の環境設定

与信管理一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、与信管理表の環境設定

得意先／月度別売上実績一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、得意先／月別売上実績表環境

得意先別売上順位表・対比表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意



先マスター

受注・売上・入金状況一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、受注・売上・入金状況一覧環境

予算実績対比表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、得意先目標額設定

支払書発行 会社マスター、営業所マスター、本部マスター、部マスター、課マスター、社員マ

スター、グループマスター、仕入先マスター、業種マスター、地区マスター、支払

書関係の設定

支払書一覧表 部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、仕入先マスター、業

種マスター、地区マスター

ピックアップ支払書発行 社員マスター、仕入先マスター、支払書関係の設定

支払予定一覧表（OLV030） 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、仕入

先マスター、業種マスター、地区マスター、支払予定表環境

支払入力 社員マスター、仕入先マスター、会計データ設定、支払入力の設定

仕入先元帳 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、仕入

先マスター、仕入先元帳の環境設定

買掛一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、仕入先マスター、業種マスター、地区マスター、買掛一覧表の環境設

定

科目／部門別仕入実績表 勘定科目マスター、経理部門マスター、工程の部門割り当て

外注先／部門別実績・仕掛表 勘定科目マスター、経理部門マスター、工程の部門割り当て

仕入先／月度別仕入実績一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、仕入

先マスター、勘定科目マスター、経理部門マスター、工程の部門割り当て

支払予定一覧表（EIK030） 社員マスター、仕入先マスター、支払予定表環境

受注別外注粗利一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、グループマスター、得意先マスター、作

業工場マスター

支払一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、仕入

先マスター、業種マスター、地区マスター

仕掛一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、工程

の部門割り当て、原価入力環境設定

製品在庫一覧表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、工程の部門割り当て、原価入力環境設

定

生産管理実績表 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、得意

先マスター、業種マスター、地区マスター、受注設定1（受注基本事項）、生産実績

表の環境設定、工程の部門割り当て

会計データ出力 会計データ設定

実績入力 社員マスター、作業内容マスター、作業工場マスター、社員就業情報の設定、工程

の部門割り当て、工程別標準就業設定

日報入力 社員マスター、作業内容マスター、作業工場マスター、社員就業情報の設定、工程

の部門割り当て、工程別標準就業設定

工程着完処理 社員マスター、工程の部門割り当て、工程進捗管理の環境設定

日報出力 本部マスター、部マスター、課マスター、社員マスター、グループマスター、作業

工場マスター

作業内容別実績表 得意先マスター、加工高収集先マスター、作業内容マスター、作業工場マスター、

工程の部門割り当て、原価入力環境設定
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